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EVPNの概要
イーサネット VPN（EVPN）は、MPLSネットワークを介してイーサネットマルチポイント
サービスを提供する次世代のソリューションです。EVPNは、コアでコントロールプレーン
ベースのMACラーニングを可能にする既存の仮想プライベート LANサービス（VPLS）とは
対照的に動作します。EVPNでは、EVPNインスタンスに参加している PEがMP-BGPプロト
コルを使用してコントロールプレーン内でカスタマーMACルートを学習します。コントロー
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ルプレーンMACラーニングは、フローごとのロードバランシングによるマルチホーミングの
サポートなど、VPLSの欠点に EVPNで対処できるようにする数多くの利点をもたらします。

EVPNは、ネットワークでの次の新たなニーズに対応するソリューションをネットワークオペ
レータに提供します。

•データセンター相互接続操作（DCI）

•クラウドおよびサービスの仮想化

•プロトコルの排除とネットワークの簡素化

•同じ VPNを介した L2サービスと L3サービスの統合

•サービスとワークロードの柔軟な配置

• L2および L3 VPNによるマルチテナント

•最適な転送とワークロードモビリティ

•高速コンバージェンス

•効率的な帯域幅利用

EVPNの利点

EVPNには次の利点があります。

•統合サービス：L2および L3 VPNサービスの統合、拡張性と制御における L3VPNのよう
な原則と運用経験、ECMPを使用したオールアクティブマルチホーミングと PEロードバ
ランシング、複数の PEに対してマルチホームである CEとの間で発着信するトラフィッ
クのロードバランシングが可能。

•ネットワーク効率：フラッドと学習メカニズムの排除、デュアルホーム接続サーバへのリ
ンクでの障害発生時の高速再ルーティング、復元力、および高速な再コンバージェンス、

ブロードキャスト、不明ユニキャスト、マルチキャスト（BUM）トラフィック配信の最
適化。

•サービスの柔軟性：MPLSデータプレーンのカプセル化、既存および新しいサービスタ
イプのサポート（E-LAN、E-Line）、ピア PE自動検出、および冗長グループ自動感知。

EVPNのモード

次の EVPNモードがサポートされています。

•シングルホーミング：これにより、カスタマーエッジ（CE）デバイスをプロバイダー
エッジ（PE）デバイス 1台に接続できます。

•マルチホーミング：これにより、カスタマーエッジ（CE）デバイスを複数のプロバイダー
エッジ（PE）デバイスに接続できます。マルチホーミングにより、冗長接続が確保されま
す。冗長 PEデバイスは、ネットワーク障害が発生している場合にトラフィックが中断さ
れないようにします。次にマルチホーミングのタイプを示します。
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•オールアクティブ：オールアクティブモードでは、特定のイーサネットセグメントに
接続されているすべての PEが、そのイーサネットセグメントとの間で発着信するト
ラフィックを転送できます。

EVPNの概念
EVPN機能を実装するには、次の概念を理解する必要があります。

•イーサネットセグメント（ES）：イーサネットセグメントは、マルチホームデバイスに
接続する一連のイーサネットリンクです。マルチホームデバイスまたはネットワークが

2つ以上の PEに一連のイーサネットリンクを通じて接続されている場合に、その一連の
リンクをイーサネットセグメントと呼びます。イーサネットセグメントルートはルート

タイプ 4とも呼びます。このルートは、BUMトラフィックの指定フォワーダ（DF）の選
択に使用されます。

•イーサネットセグメント識別子（ESI）：イーサネットセグメントには一意の非ゼロの識
別子が割り当てられます。これをイーサネットセグメント識別子（ESI）と呼びます。ESI
は、ネットワーク全体にわたってイーサネットセグメントを一意に表します。

• EVI：EVPNインスタンス（EVI）は仮想ネットワーク識別子（VNI）で表されます。EVI
は、PEルータ上の VPNを表します。EVIは IP VPNルーティングおよび転送（VRF）と
同じ役割を果たし、インポート/エクスポートルートターゲット（RT）が割り当てられま
す。ユーザネットワークインターフェイス（UNI）でのサービス多重化動作に応じて、
ポート上のすべてのトラフィック（すべて対 1のバンドリング）、VLAN上のトラフィッ
ク（1対 1のマッピング）、または VLANのリスト/範囲のトラフィック（選択的バンド
リング）をブリッジドメイン（BD）にマップできます。このBDはEVIに関連付けられ、
MPLSコアに転送されます。

• EAD/ES：ESごとのイーサネット自動検出ルートはルートタイプ 1とも呼ばれます。この
ルートは、アクセス失敗のシナリオ時にトラフィックを早急に収束するために使用されま

す。このルートにはイーサネットタグ 0xFFFFFFFFが使用されます。

• EAD/EVI：EVIごとのイーサネット自動検出ルートはルートタイプ 1とも呼ばれます。こ
のルートは、トラフィックはスイッチの1つにのみハッシュされるときのエイリアシング
とロードバランシングに使用されます。EAD/ESルートと区別するため、このルートには
イーサネットタグ値 0xFFFFFFを使用できません。

•エイリアシング：ルートタイプ 1の EAD/EVIルートを使用する所定のイーサネットセグ
メントで接続されているすべてのスイッチへのトラフィックのロードバランシングに使用

されます。これはホストを実際に学習するスイッチとは関係なく実行されます。

•大量撤回：ルートタイプ 1のEAD/ESルートを使用し、アクセス障害シナリオ時に早急に
収束するために使用されます。

• DFの選択：ループの転送を防ぐために使用されます。カプセル化を解除し、所定のイー
サネットセグメントにトラフィックを転送するため、単一のルータのみを使用します。
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EVPN動作
以下をアドバタイズするため、PEは起動時に EVPNルートを交換します。

• VPNメンバーシップ：PEは所定のリモート PEのすべてのメンバーを検出します。マル
チキャスト入力レプリケーションモデルの場合、EVIに関連付けられている PEフラッド
リストの構築にこの情報が使用されます。MACアドレスを学習した時点で BUMラベル
とユニキャストラベルが交換されます。

•イーサネットセグメント到達可能性：マルチホーミングのシナリオでは、PEがリモート
PEと対応するそれらの冗長モード（オールアクティブまたはシングルアクティブ）を自
動的に検出します。セグメント障害が発生した場合、PEはこの段階で使用していたルー
トを撤回し、リモートPE上のMAC大量撤回をシグナリングすることで高速コンバージェ
ンスをトリガーします。

•冗長グループメンバーシップ：同じイーサネットセグメントに接続している（マルチホー
ミング）PEは互いに自動的に検出され、所定の EVIに対するブロードキャスト、不明ユ
ニキャストおよびマルチキャスト（BUM）トラフィックの転送を担う指定フォワーダ
（FD）を選択します。

図 1 : EVPN動作

EVPNはシングルホーミングモードまたはデュアルホーミングモードで動作できます。PE上
でEVPNが有効になっており、各 PEが所定のEVPNインスタンスの他のすべてのメンバー PE
を検出したときにルートタイプ3がアドバタイズされるシングルホーミングのシナリオを考え
てみます。不明ユニキャスト（または BUM）MACを PEで受信すると、EVPNルートタイプ
2として他の PEにアドバタイズされます。MACルートは EVPNルートタイプ 2を使用して
他のPEにアドバタイズされます。マルチホーミングのシナリオでは、ルートタイプ1、3、お
よび 4がアドバタイズされ、他の PEとそれらの冗長モード（シングルアクティブまたはオー
ルアクティブ）を検出します。ルートタイプ 1を使用するのは、同じ CEをホストする他の
PEを自動検出するためです。この他にも、このルートタイプはCEと PE間の破損リンクから
離れている高速ルートユニキャストトラフィックにも使用されます。ルートタイプ 4は、指
定フォワーダの選択に使用されます。たとえば、カスタマートラフィックが PEに着信し、

EVPN機能
4

EVPN機能

EVPN動作



ローカルイーサネットセグメント上で学習した各カスタマーMACアドレスの到達可能性情
報を EVPN MACアドバタイズメントルートでコアを介して配布するトポロジを考えてみま
す。各 EVPNMACルートは、カスタマーMACアドレスと、MACを学習したポートに関連付
けられたイーサネットセグメントおよびその関連付けられたMPLSラベルをアナウンスしま
す。この EVPN MPLSラベルは、アドバタイズされたMACアドレス宛にトラフィックを送信
するときにリモート PEによって後で使用されます。

EVPNルートタイプ
EVPNネットワーク層到達可能性情報（NLRI）は、さまざまなルートタイプを提供します。

表 1 : EVPNルートタイプ

使用法名前ルートタイプ

ESごとの少数ルートの送信、
ESに属するEVIのリストの伝
送

イーサネット自動検出（AD）
ルート

1

MACのアドバタイズ、アドレ
ス到達可能性、IP/MACバイン
ディングのアドバタイズ

MAC/IPアドバタイズメント
ルート

2

マルチキャストトンネルエン

ドポイントの検出

包括的なマルチキャストイー

サネットタグルート

3

冗長グループの検出、DFの選
択

イーサネットセグメントルー

ト

4

IPプレフィックスのアドバタ
イズ

IPプレフィックスルート5

ルートタイプ 1：イーサネット自動検出（AD）ルート

イーサネット自動検出（AD）ルートは、EVIごとと ESIごとにアドバタイズされます。これ
らのルートは、ESごとに送信されます。これらは ESに属している EVIのリストを伝送しま
す。ESIフィールドは、CEがシングルホームの場合はゼロに設定されます。このルートタイ
プは、ロードバランシングのためのMACアドレスの大量撤回とエイリアシングに使用されま
す。

ルートタイプ 2：MAC/IPアドバタイズメントルート

これらのルートは VLANごとのルートであるため、VNIに含まれている PEのみにこれらの
ルートが必要です。ホストの IPアドレスとMACアドレスがNRLI内のピアにアドバタイズさ
れます。MACアドレスのコントロールプレーン学習は不明ユニキャストのフラッディングを
削減します。
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ルートタイプ 3：包括的なマルチキャストイーサネットタグルート

このルートは、送信元 PEからリモート PEへのブロードキャスト、不明ユニキャスト、およ
びマルチキャスト（BUM）トラフィック用の接続を確立します。このルートは、VLANごと
と ESIごとにアドバタイズされます。

ルートタイプ 4：イーサネットセグメントルート

イーサネットセグメントルートでは CEデバイスを 2台のデバイスまたは PEデバイスを接続
できます。ESルートでは同じイーサネットセグメントに接続されている PEデバイスを検出
できます。

ルートタイプ 5：IPプレフィックスルート

IPプレフィックスがMACアドバタイズメントルートとは関係なくアドバタイズされます。
EVPN IRBでは、ホストルート /32は RT-2を使用してアドバタイズされ、サブネット /24は
RT-5を使用してアドバタイズされます。

EVPN IRBでは、ホストルート /32は RT-2を使用してアドバタイズされ、サブネット /24は
RT-5を使用してアドバタイズされます。

（注）

EVPN L2ブリッジングサービスの設定
EVPN L2ブリッジングサービスを設定するには、次のステップを実行します。

必ず、ラベルモードをプレフィックス単位からVRFラベルモード単位に変更してください。
L2FIBおよび VPNv4ルート（ラベル）は同じリソースを共有しているため、リソースを枯渇
させると BVIの pingは失敗します。

（注）

デバイスには最大 128KのMACアドレスエントリを含めることができます。デバイス上のブ
リッジドメインには最大 64KのMACアドレスエントリを含めることができます。

（注）

フラッディングの無効化は、EVPNブリッジドメインではサポートされていません。（注）

/* Configure address family session in BGP */
RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config)# router bgp 200
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# bgp router-id 209.165.200.227
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# address-family l2vpn evpn
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RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# neighbor 10.10.10.10
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# remote-as 200
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# description MPLSFACING-PEER
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# update-source Loopback 0
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# address-family l2vpn evpn

/* Configure EVI and define the corresponding BGP route targets */

Router# configure
Router(config)# evpn
Router(config-evpn)# evi 6005
Router(config-evpn-evi)# bgp
Router(config-evpn-evi-bgp)# rd 200:50
Router(config-evpn-evi-bgp)# route-target import 100:6005
Router(config-evpn-evi-bgp)# route-target export 100:6005
Router(config-evpn-evi-bgp)# exit
Router(config-evpn-evi)# advertise-mac

/* Configure a bridge domain */
Router# configure
Router(config)# l2vpn
Router(config-l2vpn)# bridge group 1
Router(config-l2vpn-bg)# bridge-domain 1-1
Router(config-l2vpn-bg-bd)# interface GigabitEthernet 0/0/0/1
Router(config-l2vpn-bg-bd-ac)# evi 6005
Router(config-l2vpn-bg-bd-ac-evi)# commit
Router(config-l2vpnbg-bd-ac-evi)# exit

実行コンフィギュレーション

router bgp 200 bgp
router-id 209.165.200.227
address-family l2vpn evpn
neighbor 10.10.10.10
remote-as 200 description MPLS-FACING-PEER
updatesource Loopback0
addressfamily l2vpn evpn

!

configure
evpn
evi 6005
bgp
rd 200:50
route-target import 100:6005
route-target export 100:6005

!
advertise-mac

configure
l2vpn
bridge group 1
bridge-domain 1-1
interface GigabitEthernet 0/0/0/1

evi 6005
!
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EVPN MACアドレス制限の設定
EVPN MACアドレス制限を設定する場合、次の制限事項が適用されます。

•リモートMACアドレスは、MACアドレス制限が設定されているかどうかに関係なく、
ハードウェアでプログラムされます。

• MACアドレス制限のアクションは、ローカルMACアドレスの数が設定された制限を超
えた場合にのみ適用されます。MACアドレス制限が、リモートおよびローカルMACア
ドレスによって枯渇した場合、またはリモートMACアドレスによってのみ割り当てられ
た場合、MACアドレス制限のアクションは適用されません。超過したトラフィックは不
明なユニキャストと見なされ、ブリッジドメイン全体にフラッディングされます。

• MACアドレス制限は、デバイスがMACアドレスをアクティブに学習していない場合に
のみ、正しく変更できます。これは予期された動作です。

• MACラーニングが有効になっている場合は、MACアドレス制限を最大 6つまで設定でき
ます。ただし、MACラーニングが無効になっている場合は、MACアドレス制限を最大 5
つまで設定できます。

• clear l2vpn mac address tableコマンドはサポートされていません。MACアドレステーブ
ルは、接続回線インターフェイスまたはサブインターフェイスで shutまたは no shutdown
が実行された場合、あるいはMACエージングタイマーが期限切れになった場合にクリア
されます。

設定例

EVPN MACアドレス制限を設定するには、次の作業を実行します。

次の表に、設定するMACアドレス制限のパラメータと値を示します。

値パラメータ

50MACアドレス制限

limit, no-floodMAC制限アクション

syslogおよび SNMPトラップメッセージMAC通知

80%MAC制限しきい値

Router# configure
Router(config)# l2vpn
Router(config-l2vpn)# bridge group EVPN-BG-SH
Router(config-l2vpn-bg)# bridge-domain EVPN_2701
Router(config-l2vpn-bg-bd)# mac
Router(config-l2vpn-bg-bd-mac)# limit
Router(config-l2vpn-bg-bd-mac-limit)# maximum 50
Router(config-l2vpn-bg-bd-mac-limit)# action no-flood
Router(config-l2vpn-bg-bd-mac-limit)# notification both
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Router(config-l2vpn-bg-bd-mac-limit)# exit
Router(config-l2vpn-bg-bd)# exit
Router(config-l2vpn-bg)# exit
Router(config-l2vpn)# mac limit threshold 80
Router(config-l2vpn)# commit

実行コンフィギュレーション

l2vpn
bridge group EVPN-BG-SH
bridge-domain EVPN_2701
mac
limit
maximum 50
action no-flood
notification both
!
!

!
mac limit threshold 80
commit

確認

EVPN MACアドレス制限パラメータが前述の表のように設定されていることを確認します。

Router# show l2vpn bridge-domain bd-name EVPN_2701 detail
Legend: pp = Partially Programmed.
Bridge group: EVPN-BG-SH, bridge-domain: EVPN_2701, id: 25, state: up, ShgId: 0, MSTi:
0
Coupled state: disabled
VINE state: EVPN Native
MAC learning: enabled
MAC withdraw: enabled
MAC withdraw for Access PW: enabled
MAC withdraw sent on: bridge port up
MAC withdraw relaying (access to access): disabled

Flooding:
Broadcast & Multicast: enabled
Unknown unicast: enabled

MAC aging time: 300 s, Type: inactivity
MAC limit: 50, Action: limit, no-flood, Notification: syslog, trap
MAC limit reached: no, threshold: 80%
MAC port down flush: enabled
MAC Secure: disabled, Logging: disabled
Split Horizon Group: none
Dynamic ARP Inspection: disabled, Logging: disabled
IP Source Guard: disabled, Logging: disabled
DHCPv4 Snooping: disabled
DHCPv4 Snooping profile: none
IGMP Snooping: disabled
IGMP Snooping profile: none
MLD Snooping profile: none
Storm Control: disabled
Bridge MTU: 1500
MIB cvplsConfigIndex: 26
Filter MAC addresses:
P2MP PW: disabled
Create time: 21/04/2019 16:28:05 (2d23h ago)
No status change since creation
ACs: 1 (1 up), VFIs: 0, PWs: 0 (0 up), PBBs: 0 (0 up), VNIs: 0 (0 up)
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List of EVPNs:
EVPN, state: up
evi: 6101
XC ID 0x8000040c
Statistics:
packets: received 0 (unicast 0), sent 0
bytes: received 0 (unicast 0), sent 0
MAC move: 0

List of ACs:
AC: Bundle-Ether101.2701, state is up, active in RG-ID 101
Type VLAN; Num Ranges: 1
Rewrite Tags: [1000, 2000]
VLAN ranges: [2701, 2701]
MTU 9112; XC ID 0xa000060b; interworking none; MSTi 6
MAC learning: enabled
Flooding:
Broadcast & Multicast: enabled
Unknown unicast: enabled

MAC aging time: 300 s, Type: inactivity
MAC limit: 50, Action: limit, no-flood, Notification: syslog, trap
MAC limit reached: no, threshold: 80%
MAC port down flush: enabled
MAC Secure: disabled, Logging: disabled
Split Horizon Group: none
Dynamic ARP Inspection: disabled, Logging: disabled
IP Source Guard: disabled, Logging: disabled
DHCPv4 Snooping: disabled
DHCPv4 Snooping profile: none
IGMP Snooping: disabled
IGMP Snooping profile: none
MLD Snooping profile: none
Storm Control:
Broadcast: enabled(160000 pps)
Multicast: enabled(160000 pps)
Unknown unicast: enabled(160000 pps)

Static MAC addresses:
Statistics:
packets: received 0 (multicast 0, broadcast 0, unknown unicast 0, unicast 0),

sent 0
bytes: received 0 (multicast 0, broadcast 0, unknown unicast 0, unicast 0), sent

0
MAC move: 0

Storm control drop counters:
packets: broadcast 0, multicast 0, unknown unicast 0
bytes: broadcast 0, multicast 0, unknown unicast 0

Dynamic ARP inspection drop counters:
packets: 0, bytes: 0

IP source guard drop counters:
packets: 0, bytes: 0

List of Access PWs:
List of VFIs:
List of Access VFIs:

EVPNソフトウェアMACラーニング
あるデバイス上で学習したMACアドレスは、VLAN内の別のデバイス上で学習されるか、配
布されるようにする必要があります。EVPNソフトウェアMACラーニング機能では、あるデ
バイス上で学習されたMACアドレスをネットワークに接続された別のデバイスに配布できま
す。MACアドレスは、BGPを使用してリモートデバイスから学習されます。
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デバイスには最大 128KのMACアドレスエントリを含めることができます。デバイス上のブ
リッジドメインには最大 64KのMACアドレスエントリを含めることができます。

（注）

図 2 : EVPNソフトウェアMACラーニング

上の図は、ソフトウェアMACラーニングのプロセスを示しています。次に、このプロセスに
関わるステップを示します。

1. トラフィックは、ブリッジドメイン内の 1つのポートに着信します。

2. 送信元MACアドレス（AA）は PE上で学習され、ダイナミックMACエントリとして格
納されます。

3. MACアドレス（AA）がタイプ 2 BGPルーtに変換され、BGPを介して同じ EVI内のすべ
てのリモート PEに送信されます。

4. MACアドレス（AA）は、リモートMACアドレスとして PEで更新されます。

EVPNソフトウェアMACラーニングの設定
次の項では、EVPNソフトウェアMACラーニングの設定方法について説明します。

ルータは、フロー認識型トランスポート（FAT）擬似回線をサポートしていません。（注）

/* Configure bridge domain. */

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# l2vpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn)# bridge group EVPN_SH
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg)# bridge-domain EVPN_2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd)# interface TenGigE0/0/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd-ac)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd)# interface BundleEther 20.2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd-ac)# storm-control broadcast pps 10000 ← Enabling
storm-control is optional
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd-ac)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd)# evi 2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd-evi)# commit
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/* Configure address family session in BGP. */

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# router bgp 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# bgp router-id 209.165.200.227
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp)# address-family l2vpn evpn

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# remote-as 200
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# description MPLSFACINGPEER
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# update-source Loopback 0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-bgp-nbr)# address-family l2vpn evpn

EVPNソフトウェアMACラーニングでサポートされているモード
EVPNソフトウェアMACラーニングでサポートされているモードは次のとおりです。

•シングルホームデバイス（SHD）またはシングルホームネットワーク（SHN）

•デュアルホームデバイス（DHD）：オールアクティブロードバランシング

シングルホームデバイスまたはシングルホームネットワークモード

次の項では、EVPNソフトウェアMACラーニング機能をシングルホームデバイスまたはシン
グルホームネットワーク（SHD/SHN）モードで設定する方法について説明します。

図 3 :シングルホームデバイスまたはシングルホームネットワークモード

上の図では、PE（PE1）はバンドルインターフェイスまたは物理インターフェイスを使用して
イーサネットセグメントに接続されています。SHD/SHNにはヌルイーサネットセグメント
識別子（ESI）を使用します。

シングルホームデバイスまたはシングルホームネットワークモードでの EVPNの設定

この項では、シングルホームデバイスまたはシングルホームネットワークモードで EVPN
ソフトウェアMACラーニング機能を設定する方法について説明します。
/* Configure bridge domain. */

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# l2vpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn)# bridge group EVPN_ALL_ACTIVE
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg)# bridge-domain EVPN_2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd)# interface BundleEther1.2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd)# evi 2001
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/* Configure advertisement of MAC routes. */

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# evpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-evpn)# evi 2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-evpn-evi)# advertise-mac

/* Configure address family session in BGP. */

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config)# router bgp 200
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# bgp router-id 09.165.200.227
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# address-family l2vpn evpn
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# neighbor 10.10.10.10
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# remote-as 200
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# description MPLSFACING-PEER
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# update-source Loopback 0
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# address-family l2vpn evpn

実行コンフィギュレーション

l2vpn
bridge group EVPN_ALL_ACTIVE
bridge-domain EVPN_2001
interface BundleEther1.2001
evi 2001

!
evpn
evi 2001
advertise-mac

!
router bgp 200 bgp
router-id 40.40.40.40
address-family l2vpn evpn
neighbor 10.10.10.10
remote-as 200 description MPLS-FACING-PEER
updatesource Loopback0
addressfamily l2vpn evpn

確認

シングルホームデバイスの EVPNを確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show evpn ethernet-segment interface Te0/4/0/10 detail

Ethernet Segment Id Interface Nexthops
-------------------- ---------- ----------
N/A Te0/4/0/10 20.20.20.20
……………
Topology :
Operational : SH
Configured : Single-active (AApS) (default)

デュアルホームデバイス：オールアクティブロードバランシング

モード

次の項では、デュアルホームデバイス（DHD）にオールアクティブロードバランシングモー
ドで EVPNソフトウェアMACラーニング機能を設定する方法について説明します。
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図 4 :デュアルホームデバイス：オールアクティブロードバランシングモード

オールアクティブロードバランシングはフローごとのアクティブ/アクティブ（AApF）と呼
ばれています。上の図では、両方の EVPN PEに同一のイーサネットセグメント識別子を使用
しています。PEは、バンドルインターフェイスを使用してイーサネットセグメントに接続さ
れています。CEでは、単一のバンドルが 2つの EVPN PEに向けて設定されます。このモード
では、学習したMACアドレスが PE1と PE2の両方に格納されます。PE1と PE2は両方とも同
じ EVI内でトラフィックを転送できます。

デュアルホームデバイスでの EVPNソフトウェアMACラーニングの設定：オールアク
ティブモード

この項では、オールアクティブモードのデュアルホームデバイスでEVPNソフトウェアMAC
ラーニング機能を設定する方法について説明します。

/* Configure bridge domain. */

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# l2vpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn)# bridge group EVPN_ALL_ACTIVE
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg)# bridge-domain EVPN_2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd)# interface BundleEther1.2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-l2vpn-bg-bd)# evi 2001

/* Configure advertisement of MAC routes. */

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# evpn
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-evpn)# evi 2001
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-evpn-evi)# advertise-mac
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-evpn-evi)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-evpn)# interface bundle-ether1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-evpn-ac)# ethernet-segment
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-evpn-ac-es)# identifier type 0 01.11.00.00.00.00.00.00.01

/* Configure address family session in BGP. */

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config)# router bgp 200
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# bgp router-id 209.165.200.227
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# address-family l2vpn evpn
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp)# neighbor 10.10.10.10

EVPN機能
14

EVPN機能

デュアルホームデバイスでの EVPNソフトウェアMACラーニングの設定：オールアクティブモード



RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# remote-as 200
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# description MPLSFACING-PEER
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# update-source Loopback 0
RP/0/RSP0/CPU0:router#(config-bgp-nbr)# address-family l2vpn evpn

/* Configure Link Aggregation Control Protocol (LACP) bundle. */

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface Bundle-Ether1 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# lacp switchover suppress-flaps 300
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# exit

/* Configure VLAN Header Rewrite.*/

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface bundle-Ether1.2001 l2transport
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# encapsulation dot1q 10
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# rewrite ingress tag pop 1 symmetric

実行コンフィギュレーション

l2vpn
bridge group EVPN_ALL_ACTIVE
bridge-domain EVPN_2001
interface Bundle-Ether1.2001
!
evi 2001
!
!
evpn
evi 2001
!
advertise-mac
!
interface bundle-ether1
ethernet-segment
identifier type 0 01.11.00.00.00.00.00.00.01
!
!
router bgp 200
bgp router-id 209.165.200.227
address-family l2vpn evpn
!
neighbor 10.10.10.10
remote-as 200
description MPLS-FACING-PEER
update-source Loopback0
address-family l2vpn evpn
!
interface Bundle-Ether1
lacp switchover suppress-flaps 300
load-interval 30
!
interface bundle-Ether1.2001 l2transport
encapsulation dot1aq 2001
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
!

確認

オールアクティブモードのデュアルホームデバイスの EVPNを確認します。
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RP/0/RSP0/CPU0:router# show evpn ethernet-segment interface bundle-Ether 1 carvin$

Ethernet Segment Id Interface Nexthops
-------- ---------- -------- --------
0100.211b.fce5.df00.0b00 BE11 10.10.10.10
209.165.201.1
Topology :
Operational : MHN
Configured : All-active (AApF) (default)
Primary Services : Auto-selection
Secondary Services: Auto-selection
Service Carving Results:
Forwarders : 4003
Elected : 2002
EVI E : 2000, 2002, 36002, 36004, 36006, 36008
........
Not Elected : 2001
EVI NE : 2001, 36001, 36003, 36005, 36007, 36009

MAC Flushing mode : Invalid

Peering timer : 3 sec [not running]
Recovery timer : 30 sec [not running]
Local SHG label : 34251
Remote SHG labels : 1
38216 : nexthop 209.165.201.1

EVPNソフトウェアMACラーニングの確認
パケットドロップ統計情報を確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show l2vpn bridge-domain bd-name EVPN_2001 details

Bridge group: EVPN_ALL_ACTIVE, bridge-domain: EVPN_2001, id: 1110,
state: up, ShgId: 0, MSTi: 0
List of EVPNs:
EVPN, state: up
evi: 2001
XC ID 0x80000458
Statistics:
packets: received 28907734874 (unicast 9697466652), sent
76882059953
bytes: received 5550285095808 (unicast 1861913597184), sent
14799781851396
MAC move: 0
List of ACs:
AC: TenGigE0/0/0/1, state is up
Type VLAN; Num Ranges: 1
...
Statistics:
packets: received 0 (multicast 0, broadcast 0, unknown
unicast 0, unicast 0), sent 45573594908
bytes: received 0 (multicast 0, broadcast 0, unknown unicast
0, unicast 0), sent 8750130222336
MAC move: 0
........

VPN-IDとMACアドレスフィルタを使用して EVPN IDを確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show evpn evi vpn-id 2001 neighbor
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Neighbor IP vpn-id
----------- --------
209.165.200.225 2001
209.165.201.30 2001

BGP L2VPN EVPNの概要を確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp l2vpn evpn summary
...
Neighbor Spk AS MsgRcvd MsgSent TblVer InQ OutQ Up/Down St/PfxRcd
209.165.200.225 0 200 216739 229871 200781341 0 0 3d00h 348032
209.165.201.30 0 200 6462962 4208831 200781341 10 0 2d22h 35750

ラインカードの L2FIBテーブルへのMACの更新を確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show l2vpn mac mac all location 0/6/cPU0

Topo ID Producer Next Hop(s) Mac Address IP Address
------- -------- ----------- -------------- ----------
1112 0/6/CPU0 Te0/0/0/1 00a3.0001.0001

ルートスイッチプロセッサ（RSP）の L2FIBテーブルへのMACの更新を確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show l2vpn mac mac all location 0/6/cPU0

Topo ID Producer Next Hop(s) Mac Address IP Address
------- -------- ----------- -------------- ----------
1112 0/6/CPU0 0/0/0/1 00a3.0001.0001

MACアドレスの概要情報を確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show l2vpn forwarding bridge-domain EVPN_ALL_ACTIVE:EVPN_2001
mac-address location 0/6/CPU0

.....
Mac Address Type Learned from/Filtered on LC learned Resync Age/Last Change
Mapped to
0000.2001.5555 dynamic Te0/0/0/2 N/A 11 Jan 14:37:22
N/A <-- local dynamic
00bb.2001.0001 dynamic Te0/0/0/2 N/A 11 Jan 14:37:22
N/A
0000.2001.1111 EVPN BD id: 1110 N/A N/A
N/A <-- remote static
00a9.2002.0001 EVPN BD id: 1110 N/A N/A
N/A

VPN-IDとMACアドレスフィルタを使用して EVPN IDを確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show evpn evi vpn-id 2001 mac

EVI MAC address IP address Nexthop Label
---- ------------- ----------- ------- ------
2001 00a9.2002.0001 :: 10.10.10.10 34226 <-- Remote MAC
2001 00a9.2002.0001 :: 209.165.201.30 34202
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2001 0000.2001.5555 20.1.5.55 TenGigE0/0/0/2 34203 <-- local MAC

RP/0/RSP0/CPU0:router# RP/0/RSP0/CPU0:router# show evpn evi vpn-id 2001 mac 00a9.2002.0001
detail

EVI MAC address IP address Nexthop Label
---- -------------- ---------- ------- -----
2001 00a9.2002.0001 :: 10.10.10.10 34226

2001 00a9.2002.0001 :: 209.165.201.30 34202

Ethernet Tag : 0
Multi-paths Resolved : True <--- aliasing to two remote PE with All-Active load balancing

Static : No
Local Ethernet Segment : N/A
Remote Ethernet Segment : 0100.211b.fce5.df00.0b00
Local Sequence Number : N/A
Remote Sequence Number : 0
Local Encapsulation : N/A
Remote Encapsulation : MPLS

EVPNに関連付けられているBGPルートをブリッジドメインフィルタを使用して確認します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show bgp l2vpn evpn bridge-domain EVPN_2001 route-type 2

*> [2][0][48][00bb.2001.0001][0]/104
0.0.0.0 0 i <------ locally learnt MAC

*>i[2][0][48][00a9.2002.00be][0]/104
10.10.10.10 100 0 i <----- remotely learnt MAC

* i 209.165.201.30 100 0 i

EVPNアウトオブサービス
EVPNアウトオブサービス機能では、Link Aggregation Control Protocol（LACP）を設定した
イーサネットセグメントに含まれているバンドルインターフェイスの状態を制御することが

できます。この機能を使用すると、ノードをアウトオブサービス（OOS）に移行させること
ができます。プロバイダーエッジ（PE）のすべてのバンドルを手動でシャットダウンする必
要はありません。

cost-outコマンドを使用してノード上のイーサネット VPN（EVPN）のイーサネットセグメン
トに属するすべてのバンドルインターフェイスをダウンさせます。イーサネット A-Dのイー
サネットセグメント（ES EAD）ルートは、バンドルをシャットダウンする前に撤回されま
す。PEは接続されているカスタマーエッジ（CE）デバイスにシグナリングし、対応するバン
ドルメンバーをダウンさせます。こうすることで、トラフィックを中断させることなく、トラ

フィックをこの PEノードからそらします。CEからイーサネットセグメントへのトラフィッ
クは、マルチホーミング環境内のピア PEへと方向付けられます。

EVPN機能
18

EVPN機能

EVPNアウトオブサービス



EVPNのコストアウトは、手動で設定された ESIでのみサポートされます。（注）

次に、CEが PE1と PE2に接続されているトポロジを示します。PE1に cost-outコマンドを設
定すると、イーサネットセグメント上のすべてのバンドルインターフェイスがダウンします。

また、CE上の対応するバンドルメンバーもダウンします。したがって、このイーサネットセ
グメントのトラフィックは CEから PE2へと送信されるようになります。

図 5 : EVPNアウトオブサービス

ノードをサービス状態に戻すには、no cost-outコマンドを使用します。これにより、PE上の
EPVNイーサネットセグメントに属するすべてのバンドルインターフェイスとCE上の対応す
るバンドルメンバーが起動します。

ノードがコストアウト状態にある場合に新しいバンドルイーサネットセグメントを追加する

とそのバンドルがダウンします。同様に、バンドルイーサネットセグメントを削除するとそ

のバンドルは起動します。

リロード時に指定した時間が経過した後にノードをサービス状態に戻すには、startup-cost-inコ
マンドを使用します。EPVNが初期化された時点でノードがコストアウトになり、設定時間ま
でコストアウト状態が維持されます。タイマー実行中に evpn no startup-cost-inコマンドを実行
すると、タイマーが停止し、ノードがコストイン状態になります。

「cost-out」設定は「startup-cost-in」タイマーよりも常に優先されます。そのため、両方の設定
でリロードすると、コストアウト状態は「cost-out」設定で制御されます。タイマーは関係あり
ません。同様に、起動タイマーでリロードし、タイマーが実行している間に「cost-out」を設定
するとタイマーが停止し、OOS状態は「cost-out」設定のみで制御されます。

startup-cost-in timerが実行している間に何らかのプロシージャを実行すると、ノードはコスト
アウト状態を維持し、タイマーが再起動します。

EVPNアウトオブサービスの設定
この項では、EVPNアウトオブサービスを設定する方法について説明します。

/* Configuring node cost-out on a PE */

Router# configure
Router(config)# evpn
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Router(config-evpn)# cost-out
Router(config-evpn)commit

/* Bringing up the node into service */

Router# configure
Router(config)# evpn
Router(config-evpn)# no cost-out
Router(config-evpn)commit

/* Configuring the timer to bring up the node into service after the specified time on
reload */

Router# configure
Router(config)# evpn
Router(config-evpn)# startup-cost-in 6000
Router(config-evpn)commit

実行コンフィギュレーション

configure
evpn
cost-out
!

configure
evpn
startup-cost-in 6000
!

確認

EVPNアウトオブサービスの設定を確認します。

/* Verify the node cost-out configuration */

Router# show evpn summary
Fri Apr 7 07:45:22.311 IST
Global Information
-----------------------------
Number of EVIs : 2
Number of Local EAD Entries : 0
Number of Remote EAD Entries : 0
Number of Local MAC Routes : 0
Number of Local MAC Routes : 5

MAC : 5
MAC-IPv4 : 0
MAC-IPv6 : 0

Number of Local ES:Global MAC : 12
Number of Remote MAC Routes : 7

MAC : 7
MAC-IPv4 : 0
MAC-IPv6 : 0

Number of Local IMCAST Routes : 56
Number of Remote IMCAST Routes: 56
Number of Internal Labels : 5
Number of ES Entries : 9
Number of Neighbor Entries : 1
EVPN Router ID : 192.168.0.1
BGP Router ID : ::
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BGP ASN : 100
PBB BSA MAC address : 0207.1fee.be00
Global peering timer : 3 seconds
Global recovery timer : 30 seconds
EVPN cost-out : TRUE

startup-cost-in timer : Not configured

/* Verify the no cost-out configuration */

Router# show evpn summary
Fri Apr 7 07:45:22.311 IST
Global Information
-----------------------------
Number of EVIs : 2
Number of Local EAD Entries : 0
Number of Remote EAD Entries : 0
Number of Local MAC Routes : 0
Number of Local MAC Routes : 5

MAC : 5
MAC-IPv4 : 0
MAC-IPv6 : 0

Number of Local ES:Global MAC : 12
Number of Remote MAC Routes : 7

MAC : 7
MAC-IPv4 : 0
MAC-IPv6 : 0

Number of Local IMCAST Routes : 56
Number of Remote IMCAST Routes: 56
Number of Internal Labels : 5
Number of ES Entries : 9
Number of Neighbor Entries : 1
EVPN Router ID : 192.168.0.1
BGP Router ID : ::
BGP ASN : 100
PBB BSA MAC address : 0207.1fee.be00
Global peering timer : 3 seconds
Global recovery timer : 30 seconds
EVPN cost-out : FALSE

startup-cost-in timer : Not configured

/* Verify the startup-cost-in timer configuration */

Router# show evpn summary
Fri Apr 7 07:45:22.311 IST
Global Information
-----------------------------
Number of EVIs : 2
Number of Local EAD Entries : 0
Number of Remote EAD Entries : 0
Number of Local MAC Routes : 0
Number of Local MAC Routes : 5

MAC : 5
MAC-IPv4 : 0
MAC-IPv6 : 0

Number of Local ES:Global MAC : 12
Number of Remote MAC Routes : 7

MAC : 7
MAC-IPv4 : 0
MAC-IPv6 : 0

Number of Local IMCAST Routes : 56
Number of Remote IMCAST Routes: 56
Number of Internal Labels : 5
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Number of ES Entries : 9
Number of Neighbor Entries : 1
EVPN Router ID : 192.168.0.1
BGP Router ID : ::
BGP ASN : 100
PBB BSA MAC address : 0207.1fee.be00
Global peering timer : 3 seconds
Global recovery timer : 30 seconds
EVPN node cost-out : TRUE

startup-cost-in timer : 6000

EVPN対応 CFMのサポート
イーサネット接続障害管理（CFM）はサービスレベルOAMプロトコルの 1つで、VLANごと
にエンドツーエンドのイーサネットサービスをモニタリングおよびトラブルシューティングす

るためのツールとなります。これには、予防的な接続モニタリング、障害検証、および障害分

離の機能が含まれています。CFMは EVPNネットワークに導入できます。EVPNネットワー
クで CFMを使用して、ノード間の接続をモニタできます。

制約事項

EVPN対応 CFMは、次の制限の下でサポートされています。

•アクティブ-アクティブマルチホーミングのシナリオでは、マルチホーム CEデバイスと
それらに接続している PEデバイスとの間の接続をモニタする場合、CFMは CEと PE間
の個別のリンク間でのみ使用できます。CEデバイスと PEデバイス間のバンドルで CFM
の使用を試みると、シーケンス番号エラーが発生し、統計情報が不正確になります。

•ループバックおよびリンクトレースの結果に副作用が生じる可能性があります。ループ
バックまたはリンクトレースのいずれかで同じインスタンスに対して複数の結果が報告さ

れたり、同じ2つのエンドポイント間にあるループバックとリンクトレースの連続するイ
ンスタンスで異なる結果が生じたりする場合があります。

イーサネットセグメント単位の EVPN複数サービス
イーサネットセグメント単位の EVPN複数サービス機能を使用すると、単一のイーサネット
セグメント（ES）で複数のサービスを設定できます。複数の ESで複数のサービスを設定する
代わりに、1つの ESで複数のサービスを設定できます。

単一のイーサネットバンドルで次のサービスを設定できます。サブインターフェイスごとに

サービスを 1つずつ設定できます。

•フレキシブルクロスコネクト（FXC）サービス。VLAN非認識型、VLAN認識型、およ
びローカルスイッチングモードをサポートしています。

詳細については、『L2VPN and Ethernet Services Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series
Routers』の「Configure Point-to-Point Layer 2 Services」の章を参照してください。

• EVPN-VPWS Xconnectサービス
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詳細については、『L2VPN and Ethernet Services Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series
Routers』の「EVPN Virtual Private Wire Service (VPWS)」の章を参照してください。

• EVPN Integrated Routing and Bridging（IRB）

詳細については、『L2VPN and Ethernet Services Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series
Routers』の「Configure EVPN IRB」の章を参照してください。

•ネイティブ EVPN

詳細については、『L2VPN and Ethernet Services Configuration Guide for Cisco NCS 540 Series
Routers』の「EVPN Features」の章を参照してください。

これらのサービスはすべて、オールアクティブのマルチホーミングのシナリオでのみサポート

されます。

イーサネットセグメント単位の EVPN複数サービスの設定
イーサネットバンドルインターフェイス 22001を介して 2つのプロバイダーエッジ（PE）デ
バイスに接続しているカスタマーエッジ（CE）デバイスを考えてみます。バンドルイーサ
ネットサブインターフェイスで複数のサービスを設定します。

設定例

Bundle-Ether22001 ESを考慮し、サブインターフェイスで複数のサービスを設定します。

/* Configure attachment circuits */
Router# configure
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.12 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 12
Router(config-l2vpn-subif)# exit
Router(config-l2vpn)# exit
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.13 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 13
Router(config-l2vpn-subif)# exit
Router(config-l2vpn)# exit
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.14 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 14
Router(config-l2vpn-subif)# exit
Router(config-l2vpn)# exit
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.1 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 1
Router(config-l2vpn-subif)# exit
Router(config-l2vpn)# exit
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.2 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 2
Router(config-l2vpn-subif)# exit
Router(config-l2vpn)# exit
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.3 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 3
Router(config-l2vpn-subif)# exit
Router(config-l2vpn)# exit
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.4 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 4
Router(config-l2vpn-subif)# exit
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Router(config-l2vpn)# exit

/*Configure VLAN Unaware FXC Service */
Router(config)# l2vpn
Router(config-l2vpn)# flexible-xconnect-service vlan-unaware fxc_mh1
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# interface Bundle-Ether22001.1
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# interface Bundle-Ether22001.2
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# interface Bundle-Ether22001.3
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# neighbor evpn evi 21006 target 22016
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# commit

/* Configure VLAN Aware FXC Service */
Router(config)# l2vpn
Router(config-l2vpn)# flexible-xconnect-service vlan-aware evi 24001
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# interface Bundle-Ether22001.12
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# interface Bundle-Ether22001.13
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# interface Bundle-Ether22001.14
Router(config-l2vpn-fxs-vu)# commit

/* Configure Local Switching - Local switching is supported only on VLAN-aware FXC */
PE1
Router# configure
Router(config)# l2vpn
Router(config-l2vpn)# flexible-xconnect-service vlan-aware evi 31400
Router(config-l2vpn-fxs)# interface Bundle-Ether22001.1400
Router(config-l2vpn-fxs)# interface Bundle-Ether23001.1400
Router(config-l2vpn-fxs)# commit
Router(config-l2vpn-fxs)# exit
PE2
Router# configure
Router(config)# l2vpn
Router(config-l2vpn)# flexible-xconnect-service vlan-aware evi 31401
Router(config-l2vpn-fxs)# interface Bundle-Ether22001.1401
Router(config-l2vpn-fxs)# interface Bundle-Ether23001.1401
Router(config-l2vpn-fxs)# commit
Router(config-l2vpn-fxs)# exit

/* Configure EVPN-VPWS xconnect service and native EVPN with IRB */

Router# configure
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.11 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 11
Router(config-l2vpn-subif)# rewrite ingress tag pop 2 symmetric
Router(config-l2vpn-subif)# commit
Router(config-l2vpn-subif)# exit

Router# configure
Router(config)# interface Bundle-Ether22001.21 l2transport
Router(config-l2vpn-subif)# encapsulation dot1q 1 second-dot1q 21
Router(config-l2vpn-subif)# rewrite ingress tag pop 2 symmetric
Router(config-l2vpn-subif)# commit
Router(config-l2vpn-subif)# exit

Router# configure
Route(config)# l2vpn
Router(config-l2vpn)# xconnect group xg22001
Router(config-l2vpn-xc)# p2p evpn-vpws-mclag-22001
Router(config-l2vpn-xc-p2p)# interface Bundle-Ether22001.11
Router(config-l2vpn-xc-p2p)# neighbor evpn evi 22101 target 220101 source 220301
Router(config-l2vpn-xc-p2p)# commit
Router(config-l2vpn-xc-p2p)# exit

Router # configure
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Router (config)# l2vpn
Router (config-l2vpn)# bridge group native_evpn1
Router (config-l2vpn-bg)# bridge-domain bd21
Router (config-l2vpn-bg-bd)# interface Bundle-Ether22001.21
Router (config-l2vpn-bg-bd-ac)# routed interface BVI21
Router (config-l2vpn-bg-bd-bvi)# evi 22021
Router (config-l2vpn-bg-bd-bvi)# commit
Router (config-l2vpn-bg-bd-bvi)# exit

/* Configure Native EVPN */
Router # configure
Router (config)# evpn
Router (config-evpn)# interface Bundle-Ether22001
Router (config-evpn-ac)# ethernet-segment identifier type 0 ff.ff.ff.ff.ff.ff.ff.ff.ee
Router (config-evpn-ac-es)# bgp route-target 2200.0001.0001
Router (config-evpn-ac-es)# exit
Router (config-evpn)# evi 24001
Router (config-evpn-evi)# bgp
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target import 64:24001
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target export 64:24001
Router (config-evpn-evi-bgp)# exit
Router (config-evpn-evi)# exit
Router (config-evpn)# evi 21006
Router (config-evpn-evi)# bgp
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target route-target 64:10000
Router (config-evpn-evi-bgp)# exit
Router (config-evpn-evi)# exit
Router (config-evpn)# evi 22101
Router (config-evpn-evi)# bgp
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target import 64:22101
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target export 64:22101
Router (config-evpn-evi-bgp)# exit
Router (config-evpn-evi)# exit
Router (config-evpn)# evi 22021
Router (config-evpn-evi)# bgp
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target import 64: 22021
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target export 64: 22021
Router (config-evpn-evi-bgp)# exit
Router (config-evpn-evi)# exit
Router (config-evpn-evi)# advertise-mac
Router (config-evpn-evi)# exit
Router (config-evpn)# evi 22022
Router (config-evpn-evi)# bgp
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target import 64: 22022
Router (config-evpn-evi-bgp)# route-target export 64: 22022
Router (config-evpn-evi-bgp)# exit
Router (config-evpn-evi)# advertise-mac
Router (config-evpn-evi)# commit
Router (config-evpn-evi)# exit

実行コンフィギュレーション

/* Configure attachment circuits */
interface Bundle-Ether22001.12 l2transport
encapsulation dot1q 1 second-dot1q 12
!
interface Bundle-Ether22001.13 l2transport
encapsulation dot1q 1 second-dot1q 13
!
interface Bundle-Ether22001.14 l2transport
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encapsulation dot1q 1 second-dot1q 14
!
interface Bundle-Ether22001.1 l2transport
encapsulation dot1q 1 second-dot1q 1
!
interface Bundle-Ether22001.2 l2transport
encapsulation dot1q 1 second-dot1q 2
!
interface Bundle-Ether22001.3 l2transport
encapsulation dot1q 1 second-dot1q 3
!
interface Bundle-Ether22001.4 l2transport
encapsulation dot1q 1 second-dot1q 4

/*Configure VLAN Unaware FXC Service */
flexible-xconnect-service vlan-unaware fxc_mh1
interface Bundle-Ether22001.1
interface Bundle-Ether22001.2
interface Bundle-Ether22001.3
neighbor evpn evi 21006 target 22016
!
/*Configure VLAN Aware FXC Service */
l2vpn
flexible-xconnect-service vlan-aware evi 24001
interface Bundle-Ether22001.12
interface Bundle-Ether22001.13
interface Bundle-Ether22001.14

/* Configure Local Switching */
flexible-xconnect-service vlan-aware evi 31400
interface Bundle-Ether22001.1400
interface Bundle-Ether23001.1400
!
flexible-xconnect-service vlan-aware evi 31401
interface Bundle-Ether22001.1401
interface Bundle-Ether23001.1401
!

/* Configure EVPN-VPWS xconnect service and native EVPN with IRB */
interface Bundle-Ether22001.11 l2transport
encapsulation dot1q 1 second-dot1q 11
rewrite ingress tag pop 2 symmetric
!
interface Bundle-Ether22001.21 l2transport
encapsulation dot1q 1 second-dot1q 21
rewrite ingress tag pop 2 symmetric
!
!
l2vpn
xconnect group xg22001
p2p evpn-vpws-mclag-22001
interface Bundle-Ether22001.11
neighbor evpn evi 22101 target 220101 source 220301
!
bridge group native_evpn1

bridge-domain bd21
interface Bundle-Ether22001.21
routed interface BVI21
evi 22021

!
/* Configure Native EVPN */
Evpn
interface Bundle-Ether22001
ethernet-segment identifier type 0 ff.ff.ff.ff.ff.ff.ff.ff.ee
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bgp route-target 2200.0001.0001
!
evi 24001
bgp
route-target import 64:24001
route-target export 64:24001
!
evi 21006
bgp
route-target 64:100006

!
evi 22101
bgp
route-target import 64:22101
route-target export 64:22101

!
evi 22021
bgp
route-target import 64:22021
route-target export 64:22021

!
advertise-mac

!
evi 22022
bgp
route-target import 64:22022
route-target export 64:22022
!
advertise-mac

!

確認

各サービスがサブインターフェイスで設定されているかどうかを確認します。

Router# show l2vpn xconnect summary
Number of groups: 6
Number of xconnects: 505 Up: 505 Down: 0 Unresolved: 0 Partially-programmed: 0
AC-PW: 505 AC-AC: 0 PW-PW: 0 Monitor-Session-PW: 0
Number of Admin Down segments: 0
Number of MP2MP xconnects: 0
Up 0 Down 0
Advertised: 0 Non-Advertised: 0

Router# show l2vpn xconnect-service summary
Number of flexible xconnect services: 74
Up: 74

Router# show l2vpn flexible-xconnect-service name fxc_mh1
Legend: ST = State, UP = Up, DN = Down, AD = Admin Down, UR = Unresolved,
SB = Standby, SR = Standby Ready, (PP) = Partially Programmed
Flexible XConnect Service Segment
Name ST Type Description ST
------------------------ ----------------------------- -----------------------------
fxc_mh1 UP AC: BE22001.1 UP

AC: BE22001.2 UP
AC: BE22001.3 UP

----------------------------------------------------------------------------------------

Router# show l2vpn flexible-xconnect-service evi 24001
Legend: ST = State, UP = Up, DN = Down, AD = Admin Down, UR = Unresolved,
SB = Standby, SR = Standby Ready, (PP) = Partially Programmed
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Flexible XConnect Service Segment
Name ST Type Description ST
------------------------ ----------------------------- -----------------------------
evi:24001 UP AC: BE22001.11 UP

AC: BE22001.12 UP
AC: BE22001.13 UP
AC: BE22001.14 UP

----------------------------------------------------------------------------------------

Router# show l2vpn xconnect group xg22001 xc-name evpn-vpws-mclag-22001
Fri Sep 1 17:28:58.259 UTC
Legend: ST = State, UP = Up, DN = Down, AD = Admin Down, UR = Unresolved,
SB = Standby, SR = Standby Ready, (PP) = Partially Programmed
XConnect Segment 1 Segment 2
Group Name ST Description ST Description
ST
------------------------ ----------------------------- -----------------------------------
xg22001 evpn-vpws-mclag-22001 UP BE22001.101 UP EVPN 22101, 220101,64.1.1.6
UP
------------------------------------------------------------------------------------------

関連コマンド

• evpn

• evi

• ethernet-segment

• advertise-mac

• show evpn ethernet-segment

• show evpn evi

• show evpn summary

• show l2vpn xconnect summary

• show l2vpn flexible-xconnect-service

• show l2vpn xconnect group

EVPN MPLSと VPLSのシームレスな統合
EVPN MPLSと VPLSのシームレスな統合により、同じ VPNインスタンスに対して EVPNと
VPLSを実行するPEノードの共存が可能になります。VPLSまたはレガシーネットワークを、
サービスの中断なしで次世代のEVPNネットワークにアップグレードできます。選択したすべ
てのVPLSプロバイダーエッジ（PE）ノードに、EVPNサービスを同時に導入できます。ただ
し、トラフィックの中断を回避するため、既存の VPLS対応 PEで EVPNサービスを 1つずつ
プロビジョニングします。
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シームレスな統合によるVPLSネットワークのEVPNネットワークへの
移行

EVPNネットワークでは、VPNインスタンスはEVPNインスタンス ID（EVI）によって識別さ
れます。他の L2VPNテクノロジーと同様に、EVPNインスタンスもルートターゲットおよび
ルート識別子に関連付けられています。MACをデータプレーンで学習する（「フラッディン
グと学習の技術」を使用して学習する）従来のVPLSとは異なり、EVPNではコントロールプ
レーンを使用してMACを学習し伝播します。EVPNでは、MACルートはMP BGPプロトコ
ルによって伝送されます。EVPN対応 PEでは、PEのルートターゲット（RT）が一致した場
合にのみ、PEがMACルートをラベルとともにそれぞれの EVPN転送テーブルにインポート
します。EVPN PEルータは、同じVPNインスタンスでVPLSおよび EVPN L2ブリッジングを
実行する機能を備えています。EVPNと BGP-AD PWの両方が VPNインスタンスで設定され
ている場合、EVPN PEは、BGP VPLS自動検出（AD）ルートと、BGP EVPN包括マルチキャ
ストルート（タイプ 3）を、特定の VPNインスタンスにアドバタイズします。ルートタイプ
3は入力複製マルチキャストルートと呼ばれ、ブロードキャスト、未知のユニキャスト、およ
びマルチキャスト（BUM）トラフィックの送信に使用されます。その他のリモートPEは、送
信側の PE RTが設定済みの RTと一致する場合にのみ、同じ VPNインスタンスに対してタイ
プ 3ルートをインポートします。したがって、これらのルート交換の最後に、EVPN対応 PE
は、VPNインスタンスにある他のすべての PEとそれらの関連機能を検出します。PEが自身
の BUMトラフィックを他の PEに送信するために使用するタイプ 3ルートでは、同じ RTを持
つ PEが BUMトラフィックを受信することが保証されます。EVPNは、タイプ 2ルートを使
用してカスタマーMACアドレスをアドバタイズします。

EVPN MPLSと VPLSのシームレスな統合により、ネットワークサービスを中断することな
く、VPLS PEルータを EVPNに 1つずつアップグレードすることができます。PE1、PE2、
PE3、および PE4が VPLS PWを使用してフルメッシュネットワークで相互接続されている次
のトポロジを考えてみます。

図 6 : EVPN MPLSと VPLSのシームレスな統合

EVPNサービスは、一度に 1つの PEノードずつ、ネットワークに導入できます。VPLSサービ
スのVPNインスタンスでEVPNを有効にすることによって、VPLSからEVPNへの移行が PE1
で開始されます。EVPNが有効になるとすぐに、PE1は他の PEノードへの EVPN包括マルチ
キャストルートのアドバタイズを開始します。PE1は他の PEノードからの包含マルチキャス
トルートを受信しないため、PE1と他の PEノード間の VPLS擬似回線はアクティブなままで
す。PE1は、VPLS疑似回線を使用してトラフィックの転送を維持します。同時に、PE1は
EVPNルートタイプ 2を使用してCE1から学習したすべてのMACアドレスをアドバタイズし
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ます。2番目のステップでは、EVPNが PE3で有効になっています。PE3は、他の PEノード
への包含マルチキャストルートのアドバタイズを開始します。PE1とPE3の両方がEVPNルー
トを介して互いを検出します。その結果、PE1とPE3は両者間の擬似回線をシャットダウンし
ます。EVPNサービスが、PE1と PE3の間で VPLSサービスの代わりとなります。この段階で
は、PE1は PE2と PE4を使用して VPLSサービスを実行し続け、同じ VPNインスタンスで
PE3を使用して EVPNサービスを開始します。このことを、EVPNと VPLSのシームレスな統
合と呼びます。VPLSから EVPNへの移行は残りの PEノードに対して続けられます。最終的
に、4つすべての PEノードがEVPNサービスで有効になります。VPLSサービスがネットワー
ク内のEVPNサービスに完全に置き換えられます。すべてのVPLS擬似回線がシャットダウン
されます。

既存の VPLSネットワークでの EVPNの設定
既存の VPLSネットワークで EVPNを設定するには、次の作業を実行します。

• L2VPN EVPNアドレスファミリの設定

• EVPNコンフィギュレーションモードで、EVIと対応する BGPルートターゲットを設定
します。

•ブリッジドメインでの EVIの設定

さまざまな VPLSベースネットワークを EVPNに移行する方法については、L2VPNブリッジ
ドメインでの EVIの設定（32ページ）を参照してください。

L2 EVPNアドレスファミリの設定
BGPと参加ネイバーの両方で EVPNアドレスファミリを有効にするには、次の作業を実行し
ます。

設定例

Router# configure
Router(config)#router bgp 65530
Router(config-bgp)#nsr
Router(config-bgp)#bgp graceful-restart
Router(config-bgp)#bgp router-id 200.0.1.1
Router(config-bgp)#address-family l2vpn evpn
Router(config-bgp-af)#exit
Router(config-bgp)#neighbor 200.0.4.1
Router(config-bgp-nbr)#remote-as 65530
Router(config-bgp-nbr)#update-source Loopback0
Router(config-bgp-nbr)#address-family l2vpn evpn
Router(config-bgp-nbr-af)#commit

実行コンフィギュレーション

configure
router bgp 65530

EVPN機能
30

EVPN機能

既存の VPLSネットワークでの EVPNの設定



nsr
bgp graceful-restart
bgp router-id 200.0.1.1
address-family l2vpn evpn
!
neighbor 200.0.4.1
remote-as 65530
update-source Loopback0
address-family l2vpn evpn
!

!

EVPNコンフィギュレーションモードでの EVIと対応する BGPルート
ターゲットの設定

EVIを設定し、対応する BGPルートターゲットを定義するには、次の作業を実行します。ま
た、advertise-macを設定します。設定しないとMACルート（タイプ 2）がアドバタイズされ
ません。

設定例

Router# configure
Router(config)#evpn
Router(config-evpn)#evi i
Router(config-evpn-evi-bgp)#bgp
Router(config-evpn-evi-bgp)#table-policy spp-basic-6
Router(config-evpn-evi-bgp)#route-target import 100:6005
Router(config-evpn-evi-bgp)#route-target export 100:6005
Router(config-evpn-evi-bgp)#exit
Router(config-evpn-evi)#advertise-mac
Router(config-evpn-evi)#commit

実行コンフィギュレーション

configure
evpn
evi
bgp
table-policy spp-basic-6
route-target import 100:6005
route-target export 100:6005
!
advertise-mac
!
!
!

ブリッジドメインでの EVIの設定
対応する L2VPNブリッジドメインで EVIを設定するには、次の作業を実行します。
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設定例

Router# configure
Router(config)#l2vpn
Router(config-l2vpn)#bridge group bg1
Router(config-l2vpn-bg)#bridge-domain bd1
Router(config-l2vpn-bg-bd)#interface GigabitEthernet0/0/0/0
Router(config-l2vpn-bg-bd-ac)#exit
Router(config-l2vpn-bg-bd)#evi 1
Router(config-l2vpn-bg-bd-evi)#exit
Router(config-l2vpn-bg-bd)#vfi v1
Router(config-l2vpn-bg-bd-vfi)#neighbor 10.1.1.2 pw-id 1000
Router(config-l2vpn-bg-bd-vfi-pw)#mpls static label local 20001 remote 10001
Router(config-l2vpn-bg-bd-vfi-pw)#commit

実行コンフィギュレーション

configure
l2vpn
bridge group bg1
bridge-domain bd1
interface GigabitEthernet0/0/0/0
!
evi 1
!
vfi v1
neighbor 10.1.1.2 pw-id 1000
mpls static label local 20001 remote 10001
!
!
evi 1

!

L2VPNブリッジドメインでの EVIの設定
次の例は、さまざまな VPLSベースネットワークの L2VPNブリッジドメインでの EVI設定を
示しています。

MPLSスタティックラベルをベースとする VPLS

l2vpn
bridge group bg1
bridge-domain bd-1-1
interface GigabitEthernet0/0/0/0
!
vfi vfi-1-1
neighbor 200.0.2.1 pw-id 1200001
mpls static label local 20001 remote 10001
!
neighbor 200.0.3.1 pw-id 1300001
mpls static label local 30001 remote 10001
!
neighbor 200.0.4.1 pw-id 1400001
mpls static label local 40001 remote 10001
!
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!
evi 1

!

自動検出 BGPおよび BGPシグナリングをベースとする VPLS

l2vpn
bridge group bg1
bridge-domain bd-1-2

interface GigabitEthernet0/0/0/2
!
vfi vfi-1-2
vpn-id 2
autodiscovery bgp
rd 101:2
route-target 65530:200
signaling-protocol bgp
ve-id 11
ve-range 16
!
!
evi 2
!

ターゲット LDPをベースとする VPLS

bridge-domain bd-1-4
interface GigabitEthernet0/0/0/4
!
vfi vfi-1-4
neighbor 200.0.2.1 pw-id 1200004
!
neighbor 200.0.3.1 pw-id 1300004
!
neighbor 200.0.4.1 pw-id 1400004
!
evi 3
!

EVPN設定の確認
EVPNの設定とMACのアドバタイズメントを確認するには、次のコマンドを使用します。
EVPNのステータス、ACのステータス、および VFIのステータスを確認します。

• show l2vpn bridge-domain

• show evpn summary

• show bgp rt l2vpn evpn

• show evpn evi

• show l2route evpn mac all

Router#show l2vpn bridge-domain bd-name bd-1-1
Mon Feb 20 21:03:40.244 EST
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Legend: pp = Partially Programmed.
Bridge group: bg1, bridge-domain: bd-1-1, id: 0, state: up, ShgId: 0, MSTi: 0
Aging: 300 s, MAC limit: 4000, Action: none, Notification: syslog
Filter MAC addresses: 0
ACs: 1 (1 up), VFIs: 1, PWs: 3 (2 up), PBBs: 0 (0 up), VNIs: 0 (0 up)
List of EVPNs:
EVPN, state: up

List of ACs:
Gi0/2/0/0.1, state: up, Static MAC addresses: 0, MSTi: 2

List of Access PWs:
List of VFIs:
VFI vfi-1-1 (up)
Neighbor 200.0.2.1 pw-id 1200001, state: up, Static MAC addresses: 0
Neighbor 200.0.3.1 pw-id 1300001, state: down, Static MAC addresses: 0
Neighbor 200.0.4.1 pw-id 1400001, state: up, Static MAC addresses: 0

List of Access VFIs:
When PEs are evpn enabled, pseudowires that are associated with that BD will be brought
down. The VPLS BD pseudowires are always up.

EVIの設定済みのローカルおよびリモートMACルートのうちアドバタイズされたものの数を
確認します。

Router#show evpn summary
Mon Feb 20 21:05:16.755 EST
-----------------------------
Global Information
-----------------------------
Number of EVIs : 6
Number of Local EAD Entries : 0
Number of Remote EAD Entries : 0
Number of Local MAC Routes : 4

MAC : 4
MAC-IPv4 : 0
MAC-IPv6 : 0

Number of Local ES:Global MAC : 1
Number of Remote MAC Routes : 0

MAC : 0
MAC-IPv4 : 0
MAC-IPv6 : 0

Number of Remote SOO MAC Routes : 0
Number of Local IMCAST Routes : 4
Number of Remote IMCAST Routes : 4
Number of Internal Labels : 0
Number of ES Entries : 1
Number of Neighbor Entries : 4
EVPN Router ID : 200.0.1.1
BGP ASN : 65530
PBB BSA MAC address : 0026.982b.c1e5
Global peering timer : 3 seconds
Global recovery timer : 30 seconds

EVPNルートターゲットを確認します。

Router#show bgp rt l2vpn evpn
Mon Feb 20 21:06:18.882 EST
EXTCOMM IMP/EXP
RT:65530:1 1 / 1
RT:65530:2 1 / 1
RT:65530:3 1 / 1
RT:65530:4 1 / 1
Processed 4 entries
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Locally learnt MAC routes can be viewed by forwarding table
show l2vpn forwarding bridge-domain mac-address location 0/0/cpu0
To Resynchronize MAC table from the Network Processors, use the command...

l2vpn resynchronize forwarding mac-address-table location <r/s/i>

Mac Address Type Learned from/Filtered on LC learned Resync Age/Last Change
Mapped to
-------------- ------- --------------------------- ---------- ----------------------
0033.0000.0001 dynamic Gi0/2/0/0.1 N/A 20 Feb 21:06:59 N/A

0033.0000.0002 dynamic Gi0/2/0/0.2 N/A 20 Feb 21:06:59 N/A

0033.0000.0003 dynamic Gi0/2/0/0.3 N/A 20 Feb 21:04:29 N/A

0033.0000.0004 dynamic Gi0/2/0/0.4 N/A 20 Feb 21:06:59 N/A

The remote routes learned via evpn enabled BD
show l2vpn forwarding bridge-domain mac-address location 0/0$
To Resynchronize MAC table from the Network Processors, use the command...

l2vpn resynchronize forwarding mac-address-table location <r/s/i>

Mac Address Type Learned from/Filtered on LC learned Resync Age/Last Change
Mapped to
-------------- ------- --------------------------- ---------- ----------------------
0033.0000.0001 EVPN BD id: 0 N/A N/A N/A

0033.0000.0002 EVPN BD id: 1 N/A N/A N/A

0033.0000.0003 EVPN BD id: 2 N/A N/A N/A

0033.0000.0004 EVPN BD id: 3 N/A N/A N/A

特定の VPNインスタンスに関係のある EVPN MACルートを確認します。

Router#show evpn evi vpn-id 1 mac
Mon Feb 20 21:36:23.574 EST

EVI MAC address IP address Nexthop
Label

---------- -------------- ----------------------------------------
---------------------------------
1 0033.0000.0001 :: 200.0.1.1
45106

L2ルーティングを確認します。

Router#show l2route evpn mac all
Mon Feb 20 21:39:43.953 EST
Topo ID Mac Address Prod Next Hop(s)
-------- -------------- ------ ----------------------------------------
0 0033.0000.0001 L2VPN 200.0.1.1/45106/ME
1 0033.0000.0002 L2VPN 200.0.1.1/45108/ME
2 0033.0000.0003 L2VPN 200.0.1.1/45110/ME
3 0033.0000.0004 L2VPN 200.0.1.1/45112/ME

EVPNルートタイプ 2ルートを確認します。

Router#show bgp l2vpn evpn route-type 2
Mon Feb 20 21:43:23.616 EST
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BGP router identifier 200.0.3.1, local AS number 65530
BGP generic scan interval 60 secs
Non-stop routing is enabled
BGP table state: Active
Table ID: 0x0 RD version: 0
BGP main routing table version 21
BGP NSR Initial initsync version 1 (Reached)
BGP NSR/ISSU Sync-Group versions 0/0
BGP scan interval 60 secs

Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
i - internal, r RIB-failure, S stale, N Nexthop-discard

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path

Route Distinguisher: 200.0.1.1:1
*>i[2][0][48][0033.0000.0001][0]/104

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.1.1:2
*>i[2][0][48][0033.0000.0002][0]/104

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.1.1:3
*>i[2][0][48][0033.0000.0003][0]/104

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.1.1:4
*>i[2][0][48][0033.0000.0004][0]/104

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.3.1:1 (default for vrf bd-1-1)
*>i[2][0][48][0033.0000.0001][0]/104

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.3.1:2 (default for vrf bd-1-2)
*>i[2][0][48][0033.0000.0002][0]/104

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.3.1:3 (default for vrf bd-1-3)
*>i[2][0][48][0033.0000.0003][0]/104

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.3.1:4 (default for vrf bd-1-4)
*>i[2][0][48][0033.0000.0004][0]/104

200.0.1.1 100 0 i

Processed 8 prefixes, 8 paths

包含マルチキャストルートとルートタイプ 3ルートを確認します。

Router#show bgp l2vpn evpn route-type 3
Mon Feb 20 21:43:33.970 EST
BGP router identifier 200.0.3.1, local AS number 65530
BGP generic scan interval 60 secs
Non-stop routing is enabled
BGP table state: Active
Table ID: 0x0 RD version: 0
BGP main routing table version 21
BGP NSR Initial initsync version 1 (Reached)
BGP NSR/ISSU Sync-Group versions 0/0
BGP scan interval 60 secs

Status codes: s suppressed, d damped, h history, * valid, > best
i - internal, r RIB-failure, S stale, N Nexthop-discard

Origin codes: i - IGP, e - EGP, ? - incomplete
Network Next Hop Metric LocPrf Weight Path

Route Distinguisher: 200.0.1.1:1
*>i[3][0][32][200.0.1.1]/80

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.1.1:2
*>i[3][0][32][200.0.1.1]/80

EVPN機能
36

EVPN機能

EVPN設定の確認



200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.1.1:3
*>i[3][0][32][200.0.1.1]/80

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.1.1:4
*>i[3][0][32][200.0.1.1]/80

200.0.1.1 100 0 i
Route Distinguisher: 200.0.3.1:1 (default for vrf bd-1-1)
*>i[3][0][32][200.0.1.1]/80

200.0.1.1 100 0 i
*> [3][0][32][200.0.3.1]/80

0.0.0.0 0 i
Route Distinguisher: 200.0.3.1:2 (default for vrf bd-1-2)
*>i[3][0][32][200.0.1.1]/80

200.0.1.1 100 0 i
*> [3][0][32][200.0.3.1]/80

0.0.0.0 0 i
Route Distinguisher: 200.0.3.1:3 (default for vrf bd-1-3)
*>i[3][0][32][200.0.1.1]/80

200.0.1.1 100 0 i
*> [3][0][32][200.0.3.1]/80

0.0.0.0 0 i
Route Distinguisher: 200.0.3.1:4 (default for vrf bd-1-4)
*>i[3][0][32][200.0.1.1]/80

200.0.1.1 100 0 i
*> [3][0][32][200.0.3.1]/80

0.0.0.0 0 i

EVPNシングルアクティブマルチホーミング
EVPNシングルアクティブマルチホーミング機能はシングルアクティブ冗長モードをサポート
しています。シングルアクティブモードでは、PEノードは EVPNサービスインスタンス
（EVI）に基づいて、イーサネットセグメントとの間で発着信するイーサネットセグメント
ロードバランストラフィックにローカルに接続されます。EVPNサービスインスタンス内で
は、1つのPEのみがイーサネットセグメントとの間で発着信するトラフィックを転送します。

図 7 : EVPN：シングルアクティブマルチホーミング

ここには、CE1が PE1と PE2のマルチホームであるトポロジが示されています。PE1と PE2
はMPLSコアを通じて PE3に接続しています。CE3はイーサネットインターフェイスバンド
ルを通じて PE3に接続されています。PE1と PE2はタイプ 4ルートをアドバタイズしてから、
指定フォワーダ（DF）の選択を実行します。非 DFはシングルアクティブモードの両方向の
トラフィックをブロックします。

CE1から CE2へのトラフィックフローを考えてみます。CE1は PE1と PE2の両方に Address
Resolution Protocol（ARP）ブロードキャスト要求を送信します。PE1が EVIの指定フォワーダ
である場合、PE1は CE1から ARP要求を転送します。PE2は CE1からのトラフィックをド

EVPN機能
37

EVPN機能

EVPNシングルアクティブマルチホーミング



ロップします。その後で、すべてのユニキャストトラフィックがPE1を通じて送信されます。
PE2はスタンバイになるか、またはブロックされます。トラフィックはこのパスを介して送信
されません。PE1は PE3にMACをアドバタイズします。PE3は常に PE1を通じてトラフィッ
クを送受信します。PE3はイーサネットインターフェイスバンドルを介してトラフィックを
CE2に送信します。

EVPNシングルアクティブマルチホーミングの設定
EVPNシングルアクティブマルチホーミング機能を設定するには、PE1とPE2上で次のタスク
を実行します。

EVPNイーサネットセグメントの設定

EVPNイーサネットセグメントを設定するには、次のタスクを実行します。

Router# configure
Router(config)# evpn
Router(config-evpn)# timers
Router(config-evpn-timers)# peering 15
Router(config-evpn-timers)# recovery 30
Router(config-evpn-timers)# exit
Router(config-evpn)# interface Bundle-Ether1
Router(config-evpn-ac)# ethernet-segment
Router(config-evpn-ac-es)# identifier type 0 40.00.00.00.00.00.00.00.01
Router(config-evpn-ac-es)# load-balancing-mode single-active
Router(config-evpn-ac-es)# bgp route-target 4000.0000.0001
Router(config-evpn-ac-es)# service-carving manual primary 100 secondary 200
Router(config-evpn-ac-es-man)# exit
Router(config-evpn-ac-es)# exit
Router(config-evpn-ac)# mac-flush mvrp
Router(config-evpn-ac)# timers
Router(config-evpn-ac-timers)# peering 15
Router(config-evpn-ac-timers)# recovery 30
Router(config-evpn-ac-timers)# commit
Router(config-evpn-ac-timers)# exit

実行コンフィギュレーション

configure
evpn
timers
peering 15
recovery 30

!
interface Bundle-Ether1
ethernet-segment
identifier type 0 40.00.00.00.00.00.00.00.01
load-balancing-mode single-active
bgp route-target 4000.0000.0001
service-carving manual primary 100 secondary 200

!
mac-flush mvrp
timers
peering 15
recovery 30

!
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EVPNサービスインスタンス（EVI）パラメータの設定

EVPNサービスインスタンス（EVI）パラメータを定義するには、このタスクを実行します。

Router# configure
Router(config)# evpn
Router(config-evpn)# evi 6005
Router(config-evpn-evi)# bgp
Router(config-evpn-evi-bgp)# rd 200:50
Router(config-evpn-evi-bgp)# route-target import 100:6005
Router(config-evpn-evi-bgp)# route-target export 100:6005
Router(config-evpn-evi-bgp)# exit
Router(config-evpn-evi)# advertise-mac
Router(config-evpn-evi)# commit
Router(config-evpn-evi)# exit

実行コンフィギュレーション

configure
evpn
evi 6005
bgp
rd 200:50
route-target import 100:6005
route-target export 100:6005

!
advertise-mac

!

レイヤ 2インターフェイスの設定

レイヤ 2インターフェイスを定義するには、次のタスクを実行します。

Router# configure
Router(config)# interface bundle-ether2.1 l2transport
Router(config-subif-l2)# no shutdown
Router(config-subif-l2)# encapsulation dot1q 1
Router(config-subif-l2)# rewrite ingress tag pop 1 symmetric
Router(config-subif-l2)#commit
Router(config-subif-l2)#exit

実行コンフィギュレーション

configure
interface bundle-ether2.1 l2transport
no shutdown
encapsulation dot1q 1
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
!

ブリッジドメインの設定

次のステップを実行して PE1と PE2上にブリッジドメインを設定します。

Router# configure
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Router(config)# l2vpn
Router(config-l2vpn)# bridge group 6005
Router(config-l2vpn-bg)# bridge-domain 6005
Router(config-l2vpn-bg-bd)# interface Bundle-Ether2.1
Router(config-l2vpn-bg-bd-ac)# evi 6005
Router(config-l2vpnbg-bd-evi)# commit
Router(config-l2vpnbg-bd-evi)# exit

実行コンフィギュレーション

configure
l2vpn
bridge group 6005
bridge-domain 6005
interface Bundle-Ether2.1
evi 6005

!

EVPNコア分離保護
EVPNコア分離保護機能を使用すると、コア内のリンク障害をモニタして検出することができ
ます。プロバイダーエッジ（PE）デバイスでコアリンク障害が検出されると、EVPNは、PE
のイーサネットセグメント（ES）を停止します。ESは、カスタマーエッジ（CE）デバイス
に接続しているアクセスインターフェイスに関連付けられています。

EVPNは、ICCPのコア分離の検出を置き換えるものです。この新機能により、EVPN環境で
ICCPを使用する必要がなくなります。

CEが PE1および PE2に接続されているトポロジを考えてみます。PE1、PE2、および PE3で
は、MPLSコアネットワーク上で EVPNが実行されています。コアインターフェイスにはギ
ガビットイーサネットまたはバンドルインターフェイスを使用できます。

図 8 : EVPNコア分離保護

PE1のコアリンクがダウンすると、EVPNはリンク障害を検出し、アクセスネットワークを
ダウンさせてコアネットワークから PE1ノードを分離します。これにより、CEは PE1にトラ
フィックを送信できなくなります。BGPセッションもダウンしているため、BGPは、障害が
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発生したPEによってアドバタイズされたすべてのルートを無効にします。これにより、リモー
ト PE2および PE3は、L2FIB内のネクストホップパスリストとMACルートを更新します。
PE2はすべてのトラフィックの転送者になるため、コアネットワークからPE1を分離します。

すべてのコアインターフェイスと BGPセッションがアップすると、PE1はイーサネット A-D
イーサネットセグメント（ES-EAD）ルートを再度アドバタイズし、サービスカービングをト
リガーして、コアネットワークの一部になります。

EVPNコア分離保護の設定
EVPNグループの配下にコアインターフェイスを設定し、そのグループを、CEに接続された
接続回線（AC）であるイーサネットセグメントに関連付けます。すべてのコアインターフェ
イスがダウンすると、EVPNは、関連付けられているアクセスインターフェイスをダウンさせ
ます。これにより、CEデバイスは自身のバンドル内でこれらのリンクを使用できなくなりま
す。グループの一部であるすべてのインターフェイスがダウンすると、EVPNはバンドルをダ
ウンさせ、ES-EADルートを取り消します。

制約事項

• EVPNの配下には最大 24のグループを作成できます。

•グループの下には最大 12のコアインターフェイスを追加できます。

•コアインターフェイスはグループ間で再利用できます。コアインターフェイスは、バン
ドルインターフェイスにすることができます。

• EVPNグループにはコアインターフェイスのみを含める必要があります。EVPNグループ
の配下にアクセスインターフェイスを追加しないでください。

•アクセスインターフェイスは、バンドルインターフェイスにしかなれません。

• EVPNコアに面するインターフェイスは、物理インターフェイスまたはバンドルメイン
インターフェイスのみにする必要があります。サブインターフェイスはサポートされてい

ません。

Router# configure
Router(config)# evpn
Router(config-evpn)# group 42001
Router(config-evpn-group)# core interface GigabitEthernet0/2/0/1
Router(config-evpn-group)# core interface GigabitEthernet0/2/0/3
Router(config-evpn-group)#exit
!
Router(config-evpn)# group 43001
Router(config-evpn-group)# core interface GigabitEthernet0/2/0/2
Router(config-evpn-group)# core interface GigabitEthernet0/2/0/4
Router(config-evpn-group)#exit
!
Router# configure
Router(config)# evpn
Router(config-evpn)# interface bundle-Ether 42001
Router(config-evpn-ac)# core-isolation-group 42001
Router(config-evpn-ac)# exit
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!
Router(config-evpn)# interface bundle-Ether 43001
Router(config-evpn-ac)# core-isolation-group 43001
Router(config-evpn-ac)# commit

実行コンフィギュレーション

configure
evpn
group 42001
core interface GigabitEthernet0/2/0/1
core interface GigabitEthernet0/2/0/3
!
group 43001
core interface GigabitEthernet0/2/0/2
core interface GigabitEthernet0/2/0/4
!

!
configure
evpn
interface bundle-Ether 42001
core-isolation-group 42001
!
interface bundle-Ether 43001
core-isolation-group 43001
!
!

確認

show evpn groupコマンドは、evpnグループの完全なリストと、それらに関連付けられて
いるコアインターフェイスおよびアクセスインターフェイスを表示します。各インターフェ

イスのステータス（アップまたはダウン）も表示されます。アクセスインターフェイスがアッ

プ状態になるには、コアインターフェイスが少なくとも 1つアップ状態である必要がありま
す。

Router# show evpn group /* Lists specific group with core-interfaces and access interface
status */
EVPN Group: 42001
State: Ready
Core Interfaces:

Bundle-Ethernet110: down
Bundle-Ethernet111: down
GigabethEthernet0/2/0/1: up
GigabethEthernet0/2/0/3: up
GigabethEthernet0/4/0/8: up
GigabethEthernet0/4/0/9: up
GigabethEthernet0/4/0/10: up

Access Interfaces:
Bundle-Ether42001: up

EVPN Group: 43001
State: Ready
Core Interfaces:

Bundle-Ethernet110: down
GigabethEthernet0/2/0/2: up
GigabethEthernet0/2/0/4: up
GigabethEthernet0/4/0/9: up
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Access Interfaces:
Bundle-Ether43001: up

EVPNルーティングポリシー
EVPNルーティングポリシー機能では、アドレスファミリ L2VPN EVPNのルートポリシーサ
ポートを提供します。この機能は、EVPNルートフィルタリング機能をルーティングポリシー
言語（RPL）に追加します。フィルタリングはさまざまな EVPN属性に基づきます。

ピアから受け入れるか、ピアにアドバタイズされる、または1個のルーティングプロトコルか
ら別のプロトコルへ再配布されるときに、ルートを検査し、フィルタリングして、属性を変更

するように、ルーティングポリシーがルータに指示します。

この機能により、より粒度が高いルートポリシーの定義を提供するルートポリシー一致基準の

EVPNルートタイプ 1～ 5の EVPNネットワーク層到達可能性情報（NLRI）属性を使用して
ルートポリシーを設定できます。たとえば、ルートポリシーを特定のEVPNルートタイプのみ
に適用したり、任意の組み合わせの EVPN NLRI属性に適用できます。この機能は、ルートポ
リシーを有効にして EVPN NLRI属性でフィルタリングすることで、ソリューションの設定お
よび展開に柔軟性をもたらします。

この機能を実装するには、次の概念を理解する必要があります。

•ルーティングポリシー言語

•ルーティングポリシー言語の構造

•ルーティングポリシー言語コンポーネント

•ルーティングポリシー言語使用方法

•ポリシー定義

•パラメータ化

•ポリシー適用のセマンティック

•ポリシーステートメント

•接続点

これらの概念については「ルーティングポリシーの実装」を参照してください。

現在、この機能は接続ポイント「イン」または「アウト」の BGPネイバーでのみサポートさ
れています。ルートポリシーは BGPネイバーのインバウンドまたはアウトバウンドのみに適
用できます。

EVPNルートタイプ
EVPN NLRIには次のさまざまなルートタイプがあります。
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ルートタイプ 1：イーサネット自動検出（AD）ルート

イーサネット（AD）ルートは、EVIごととイーサネットセグメント識別子（ESI）ごとにアド
バタイズされます。これらのルートは、イーサネットセグメント（ES）ごとに送信されます。
これらは ESに属している EVIのリストを伝送します。ESIフィールドは、CEがシングルホー
ムの場合はゼロに設定されます。

イーサネット A-Dルートタイプ固有の EVPN NLRIは次のフィールドで構成されます。

NLRIの形式：ルートタイプ 1：

[Type][Len][RD][ESI][ETag][MPLS Label]

ネット属性：[Type][RD][ESI][ETag]

パス属性：[MPLS Label]

例

route-policy evpn-policy
if rd in (1.1.1.1:0) [and/or evpn-route-type is 1] [and/or esi in

(0a1.a2a3.a4a5.a6a7.a8a9)] [and/or etag is 4294967295] then
set ..

endif
end-policy
!
route-policy evpn-policy
if rd in (1.1.1.2:0) [and/or evpn-route-type is 1] [and/or esi in

(00a1.a2a3.a4a5.a6a7.a8a9)] [and/or etag is 4294967295] then
set ..

endif
end-policy

ルートタイプ 2：MAC/IPアドバタイズメントルート

ホストの IPアドレスとMACアドレスが NLRI内のピアにアドバタイズされます。MACアド
レスのコントロールプレーン学習は不明ユニキャストのフラッディングを削減します。

MAC/IPアドバタイズメントルートタイプ固有の EVPN NLRIは次のフィールドで構成されま
す。
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NLRIの形式：ルートタイプ 2：

[Type][Len][RD][ESI][ETag][MAC Addr Len][MAC Addr][IP Addr Len][IP Addr][MPLS Label1][MPLS

Label2]

ネット属性：[Type][RD][ETag][MAC Addr Len][MAC Addr][IP Addr Len][IP Addr]

パス属性：[ESI], [MPLS Label1], [MPLS Label2]

例

route-policy evpn-policy
if rd in (1.1.1.2:0) [and/or evpn-route-type is 2] [and/or esi in

(0000.0000.0000.0000.0000)] [and/or etag is 0] [and/or macaddress in (0013.aabb.ccdd)]
[and/or destination in (1.2.3.4/32)] then

set ..
endif

end-policy

ルートタイプ 3：包括的なマルチキャストイーサネットタグルート

このルートは、送信元 PEからリモート PEへのブロードキャスト、不明ユニキャスト、およ
びマルチキャスト（BUM）トラフィック用の接続を確立します。このルートは、VLANごと
と ESIごとにアドバタイズされます。
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包括的マルチキャストイーサネットタグルートタイプ固有の EVPN NLRIは次のフィールド
で構成されます。

NLRIの形式：ルートタイプ 3：

[Type][Len][RD][ETag][IP Addr Len][Originating Router's IP Addr]

ネット属性：[Type][RD][ETag][IP Addr Len][Originating Router's IP Addr]

例

route-policy evpn-policy
if rd in (1.1.1.1:300) [and/or evpn-route-type is 3] [and/or etag is 0] [and/or

evpn-originator in (1.1.1.1)] then
set ..

endif
end-policy

ルートタイプ 4：イーサネットセグメントルート

イーサネットセグメントルートでは CEデバイスを 2台のデバイスまたは PEデバイスを接続
できます。ESルートでは同じイーサネットセグメントに接続されている PEデバイスを検出
できます。

イーサネットセグメントルートタイプ固有のEVPNNLRIは次のフィールドで構成されます。
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NLRIの形式：ルートタイプ 4：

[Type][Len][RD][ESI][IP Addr Len][Originating Router's IP Addr]

ネット属性：[Type][RD][ESI][IP Addr Len][Originating Router's IP Addr]

例

route-policy evpn-policy
if rd in (1.1.1.1:0) [and/or evpn-route-type is 4] [and/or esi in

(00a1.a2a3.a4a5.a6a7.a8a9)] [and/or evpn-originator in (1.1.1.1)] then
set ..

endif
end-policy

ルートタイプ 5：IPプレフィックスルート

IPプレフィックスルートタイプ固有の EVPN NLRIは次のフィールドで構成されます。
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NLRIの形式：ルートタイプ 5：

[Type][Len][RD][ESI][ETag][IP Addr Len][IP Addr][GW IP Addr][Label]

ネット属性：[Type][RD][ETag][IP Addr Len][IP Addr]

パス属性：[ESI], [GW IP Addr], [Label]

例

route-policy evpn-policy
if rd in (30.30.30.30:1) [and/or evpn-route-type is 5] [and/or esi in

(0000.0000.0000.0000.0000)] [and/or etag is 0] [and/or destination in (12.2.0.0/16)]
[and/or evpn-gateway in (0.0.0.0)] then

set ..
endif

end-policy

EVPN RPL属性

ルート識別子

ルート識別子（rd）属性は、8オクテットで構成されます。rdは EVPNルートのタイプそれぞ
れに指定できます。この属性は、ルートポリシーでは必須ではありません。

例

rd in (1.2.3.4:0)
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EVPNルートタイプ

EVPNルートタイプ属性は、1オクテットで構成されます。これによってEVPNルートタイプ
が指定されます。EVPNルートタイプ属性は、特定の EPVN NLRIプレフィックス形式を識別
するために使用されます。これは、すべての EVPNルートタイプのネット属性の 1つです。

例

evpn-route-type is 3

The following are the various EVPN route types that can be used:
1 - ethernet-ad
2 – mac-advertisement
3 - inclusive-multicast
4 - ethernet-segment
5 – ip-advertisement

IPプレフィックス

IPプレフィックス属性は、それぞれ4つの部分（アドレス、マスク長、最小一致長、最大一致
長）がある IPv4または IPv6プレフィックス一致指定を保持しています。アドレスは必須です
が、他の 3つの部分は任意です。EVPNルートタイプ 2での IPプレフィックスの指定により、
IPv4または IPv6のいずれかのホスト IPアドレスを表します（/32または /128）。EVPNルー
トタイプ 5の IPプレフィックスでの指定により、IPv4または IPv6のサブネットを表します。
これは、EVPNルート 2と 5のネット属性の 1つです。

例

destination in (128.47.10.2/32)
destination in (128.47.0.0/16)
destination in (128:47::1/128)
destination in (128:47::0/112)

esi

イーサネットセグメント識別子（ESI）属性は、10オクテットで構成されます。これは EVPN
ルートタイプ 1と 4のネット属性であり、EVPNルートタイプ 2と 5のパス属性です。

例

esi in (ffff.ffff.ffff.ffff.fff0)

etag

イーサネットタグ属性は 4オクテットで構成されます。イーサネットタグは、特定のブロー
ドキャストドメイン（VLANなど）を識別します。EVPNインスタンスは 1つまたは複数のブ
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ロードキャストドメインで構成されます。これは EVPNルートタイプ 1、2、3、および 5の
ネット属性です。

例

etag in (10000)

mac

MAC属性は 6オクテットで構成されます。これは、EVPNルート 2のネット属性です。

例

mac in (0206.acb1.e806)

evpn-originator

evpn-originator属性は、発信元ルータの IPアドレス（4または 16オクテット）を指定します。
これは、EVPNルート 3と 4のネット属性です。

例

evpn-originator in (1.2.3.4)

evpn-gateway

evpn-gateway属性は、ゲートウェイの IPアドレスを指定します。ゲートウェイ IPアドレスは
32ビットまたは 128ビットのフィールド（IPv4または IPv6）であり、IPプレフィックスに応
じてオーバーレイネクストホップをエンコードします。ゲートウェイ IPアドレスフィールド
は、オーバーレイネクストホップとして使用しない場合はゼロに設定できます。これは、EVPN
ルート 5のパス属性です。

例

evpn-gateway in (1.2.3.4)

EVPN RPL属性セット
このコンテキストでは、セットという用語を、順序付けのない固有のエレメントの集合を意味

する数学的な概念で使用されます。ポリシー言語は、セットをマッチング用の値のグループに

対するコンテナとして提供します。セットは、条件式で使用されます。セットの要素はカンマ

で区切ります。ヌル（空）のセットは許可されます。
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prefix-set

prefix-setは、それぞれ 4つの部分（アドレス、マスク長、最小一致長、最大一致長）がある
IPv4または IPv6プレフィックス一致指定を保持しています。アドレスは必須ですが、他の 3
つの部分は任意です。prefix-setは 1つまたは複数の IPプレフィックスを指定します。

例

prefix-set ip_prefix_set
14.2.0.0/16,
54.0.0.0/16,
12.12.12.0/24,
50:50::1:0/112
end-set

mac-set

mac-setは 1つまたは複数のMACプレフィックスを指定します。

例

mac-set mac_address_set
1234.2345.6789,
2345.3456.7890
end-set

esi-set

esi-setは、1つまたは複数の ESIを指定します。

例

esi-set evpn_esi_set
1234.2345.3456.4567.5678,
1234.2345.3456.4567.5670
end-set

etag-set

etag-setは、1つまたは複数のイーサネットタグを指定します。

例

etag-set evpn_etag_set
10000,
20000
end-set
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EVPN RPL機能の設定
次の項では、mac-set、esi-set、evpn-gateway、および evpn-originatorを設定する方法について説
明します。

/* Configuring a mac-set and refering it in a route-policy (Attach point - neighbor-in)
*/
Router# configure
Router(config)# mac-set demo_mac_set
Router(config-mac)# 1234.ffff.aaa3,
Router(config-mac)# 2323.4444.ffff
Router(config-mac)# end-set
Router(config)# !
Router(config)# route-policy policy_use_pass_mac_set
Router(config-rpl)# if mac in demo_mac_set then
Router(config-rpl-if)# set med 200
Router(config-rpl-if)# else
Router(config-rpl-else)# set med 1000
Router(config-rpl-else)# endif
Router(config-rpl)# end-policy
Router(config)# commit
Router(config)# router bgp 100
Router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
Router(config-bgp-af)# !
Router(config-bgp-af)# neighbor 10.0.0.10
Router(config-bgp-nbr)# remote-as 8
Router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
Router(config-bgp-nbr-af)# route-policy policy_use_pass_mac_set in
Router(config-bgp-nbr-af)# commit

/* Configuring a esi-set and refering it in a route-policy (Attach point - neighbor-in)
*/
Router# configure
Router(config)# esi-set demo_esi
Router(config-esi)# ad34.1233.1222.ffff.44ff,
Router(config-esi)# ad34.1233.1222.ffff.6666
Router(config-esi)# end-set
Router(config)# !
Router(config)# route-policy use_esi
Router(config-rpl)# if esi in demo_esi then
Router(config-rpl-if)# set local-preference 100
Router(config-rpl-if)# else
Router(config-rpl-else)# set local-preference 300
Router(config-rpl-else)# endif
Router(config-rpl)# end-policy
Router(config)# commit

/* Configuring evpn-gateway/evpn-originator in a route-policy (Attach point - neighbor-in
and out) */
Router# configure
Router(config)# route-policy gateway_demo
Router(config-rpl)# if evpn-gateway in (10.0.0.0/32) then
Router(config-rpl-if)# pass
Router(config-rpl-if)# endif
Router(config-rpl)# end-policy
Router(config)# commit
Router(config)# route-policy originator_demo
Router(config-rpl)# if evpn-originator in (10.0.0.1/32) then
Router(config-rpl-if)# set local-preference 100
Router(config-rpl-if)# else
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Router(config-rpl-else)# set med 200
Router(config-rpl-else)# endif
Router(config-rpl)# end-policy
Router(config)# commit
Router(config)# router bgp 100
Router(config-bgp)# address-family ipv4 unicast
Router(config-bgp-af)# !
Router(config-bgp-af)# neighbor 10.0.0.10
Router(config-bgp-nbr)# remote-as 8
Router(config-bgp-nbr)# address-family ipv4 unicast
Router(config-bgp-nbr-af)# route-policy gateway_demo in
Router(config-bgp-nbr-af)# route-policy originator_demo out
Router(config-bgp-nbr-af)# commit

実行コンフィギュレーション

/* Configuring a mac-set and refering it in a route-policy (Attach point - neighbor-in)
*/
mac-set demo_mac_set
1234.ffff.aaa3,
2323.4444.ffff

end-set
!
route-policy policy_use_pass_mac_set
if mac in demo_mac_set then
set med 200

else
set med 1000

endif
end-policy
!
router bgp 100
address-family ipv4 unicast
!
neighbor 10.0.0.10
remote-as 8
address-family ipv4 unicast
route-policy policy_use_pass_mac_set in
!
!
!
end

/* Configuring a esi-set and refering it in a route-policy (Attach point - neighbor-in)
*/
Wed Oct 26 11:52:23.720 IST
esi-set demo_esi
ad34.1233.1222.ffff.44ff,
ad34.1233.1222.ffff.6666

end-set
!
route-policy use_esi
if esi in demo_esi then
set local-preference 100

else
set local-preference 300

endif
end-policy
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EVPNルートポリシーの例

route-policy ex_2
if rd in (2.2.18.2:1004) and evpn-route-type is 1 then
drop

elseif rd in (2.2.18.2:1009) and evpn-route-type is 1 then
drop

else
pass

endif
end-policy
!
route-policy ex_3
if evpn-route-type is 5 then
set extcommunity bandwidth (100:9999)

else
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp
end-policy
!
route-policy samp1
if rd in (30.0.101.2:0) then
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp2
if rd in (30.0.101.2:0, 1:1) then
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp3
if rd in (*:*) then
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp4
if rd in (30.0.101.2:*) then
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp5
if evpn-route-type is 1 then
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp6
if evpn-route-type is 2 or evpn-route-type is 5 then
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp7
if evpn-route-type is 4 or evpn-route-type is 3 then
pass
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endif
end-policy
!
route-policy samp8
if evpn-route-type is 1 or evpn-route-type is 2 or evpn-route-type is 3 then
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp9
if evpn-route-type is 1 or evpn-route-type is 2 or evpn-route-type is 3 or

evpn-route-type is 4 then
pass

endif
end-policy
!
route-policy test1
if evpn-route-type is 2 then
set next-hop 10.2.3.4

else
pass

endif
end-policy
!
route-policy test2
if evpn-route-type is 2 then
set next-hop 10.10.10.10

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy test3
if evpn-route-type is 1 then
set tag 9988

else
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp21
if mac in (6000.6000.6000) then
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp22
if extcommunity rt matches-any (100:1001) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp23
if evpn-route-type is 1 and esi in (aaaa.bbbb.cccc.dddd.eeee) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp24
if evpn-route-type is 5 and extcommunity rt matches-any (100:1001) then
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pass
else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp25
if evpn-route-type is 2 and esi in (1234.1234.1234.1234.1236) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp26
if etag in (20000) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp27
if destination in (99.99.99.1) and etag in (20000) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp31
if evpn-route-type is 1 or evpn-route-type is 2 or evpn-route-type is 3 or

evpn-route-type is 4 or evpn-route-type is 5 then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp33
if esi in evpn_esi_set1 then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp34
if destination in (90:1:1::9/128) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp35
if destination in evpn_prefix_set1 then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp36
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if evpn-route-type is 3 and evpn-originator in (80:1:1::3) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp37
if evpn-gateway in (10:10::10) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp38
if mac in evpn_mac_set1 then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp39
if mac in (6000.6000.6002) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp41
if evpn-gateway in (10.10.10.10, 10:10::10) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy samp42
if evpn-originator in (24.162.160.1/32, 70:1:1::1/128) then
pass

else
drop

endif
end-policy
!
route-policy example
if rd in (62300:1903) and evpn-route-type is 1 then
drop

elseif rd in (62300:19032) and evpn-route-type is 1 then
drop

else
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp100
if evpn-route-type is 4 or evpn-route-type is 5 then
drop

else
pass

endif
end-policy
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!
route-policy samp101
if evpn-route-type is 4 then
drop

else
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp102
if evpn-route-type is 4 then
drop

elseif evpn-route-type is 5 then
drop

else
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp103
if evpn-route-type is 2 and destination in evpn_prefix_set1 then
drop

else
pass

endif
end-policy
!
route-policy samp104
if evpn-route-type is 1 and etag in evpn_etag_set1 then
drop

elseif evpn-route-type is 2 and mac in evpn_mac_set1 then
drop

elseif evpn-route-type is 5 and esi in evpn_esi_set1 then
drop

else
pass

endif
end-policy
!

EVPN ELANでの CFM
接続障害管理（CFM）はサービスレベルのOperations and Maintenance（OAM）プロトコルの 1
つで、VLANごとにエンドツーエンドのイーサネットサービスをモニタリングおよびトラブ
ルシューティングするためのツールとなります。これには、予防的な接続モニタリング、障害

検証、および障害分離の機能が含まれています。Cisco IOS XRソフトウェアリリース 6.6.1で
は、シングルホーム EVPNエミュレートローカルエリアネットワーク（ELAN）サービスに
対応した CFMサポートが導入されています。この機能は、ユーザの ELANサービスをユーザ
のサービスレベル契約（SLA）に照らしてモニタするのに役立ちます。これにより、復元力が
高く、市場ごとの運用の複雑さが軽減された、高速のレイヤ 2およびレイヤ 3サービスが提供
されます。

シングルホーム EVPN ELANサービス対応の CFMは、CFMの連続性チェック、ITU-T Y.1731
準拠の遅延測定メッセージ（DMM）、および合成損失測定（SLM）の機能をサポートしてい
ます。この機能は、物理インターフェイス、サブインターフェイス、バンドルインターフェイ

スなどの接続回線（AI）で使用できます。
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EVPN ELANでの CFMの制約事項

EVPN ELANでの CFMには、次の制限が適用されます。

•シングルホーム EVPN ELANのみをサポートします。

•アップのMEPのみをサポートします。

• 10秒以上の CFMタイマー値のみをサポートします。

•ベースノードごとに最大 20の EVPN ELANサービスのみをサポートします。

• EVPNサービスごとに最大 200のサイトのみをサポートします。

•損失測定はサポートしていません。

• VPLSを介した CFMはサポートしていません。

EVPN ELANでの CFMの設定
図 9 : EVPN ELANでの CFM：フルメッシュトポロジ

このトポロジのノード 1、2、および 3は、Cisco NCS 5500シリーズルータまたは Cisco NCS
540シリーズルータにすることができます。

EVPN ELANでの CFMの設定には、主に次の作業が伴います。

• CFMサービス連続性チェックの有効化

• MEPクロスチェックの設定

•インターフェイスの CFMのイネーブル化

• SLAプロファイルの設定

EVPN ELANでの CFMの設定例：フルメッシュトポロジ

/* Enabling CFM continuity check */
Router# ethernet cfm
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Router(config-cfm# domain bd-domain level 1 id null
Router(config-cfm-dmn)# service bd-domain bridge group bg-elan bridge-domain bd-elan id
icc-based MC MCMC
Router(config-cfm-dmn-svc)# continuity-check interval 1m
/* Configuring MEP cross-check */
Router(config-cfm-dmn-svc)# mep crosscheck
Router(config-cfm-dmn-svc)# mep-id 1112
Router(config-cfm-dmn-svc)# mep-id 1113
Router(config-cfm-dmn-svc)# commit

ノード 2とノード 3について前述の設定を繰り返し、それぞれのmep-id値を設定します。ノー
ド 2では、ノード 1およびノード 3のそれぞれの mep-id値（この例ではそれぞれ 1111および
1113）を使用してMEPクロスチェックを設定します。ノード 3では、ノード 1およびノード
2のそれぞれの mep-id値（この例ではそれぞれ 1111および 1112）を使用してMEPクロス
チェックを設定します。

/* Enabling CFM on the interface */
Router(config)# interface gigabitEthernet 0/0/0/0.100 l2transport
Router(config-subif)# description bg-elan
Router(config-subif)# encapsulation dot1q 100
Router(config-subif)# rewrite ingress tag pop 1 symmetric
Router(config-subif)# mtu 9100
Router(config-subif)# ethernet cfm
Router(config-if-cfm)# mep domain bd-domain service bd-service mep-id 1111
Router(config-if-cfm-mep)# commit

ノード 2とノード 3について前述の設定を繰り返し、それぞれの mep-id値を設定する必要が
あります（この例では、ノード 2の場合は 1112、ノード 3の場合は 1113）。

/* Configuring SLA profile */
Router(config)# ethernet sla
Router(config-sla)# profile test-profile1 type cfm-delay-measurement
Router(config-sla-prof)# probe
Router(config-sla-prof-pb)# send burst every 10 seconds packet count 50 interval 100
milliseconds
Router(config-sla-prof-pb)# exit
Router(config-sla-prof)# schedule
Router(config-sla-prof-schedule)# every 3 minutes for 120 seconds
Router(config-sla-prof-schedule)# exit
Router(config-sla-prof)# statistics
Router(config-sla-prof-stat)# measure round-trip-delay
Router(config-sla-prof-stat-cfg)# buckets size 1 probes
Router(config-sla-prof-stat-cfg)# buckets archive 2
Router(config-sla-prof-stat-cfg)# commit

同様に、もう 1つの slaプロファイル test-profile2を設定し、1秒ごとにパケットを送信するよ
うにプローブ設定を設定します。

EVPN ELANでの CFMの実行コンフィギュレーション：フルメッシュトポロジ

ここでは、ノード 1の実行コンフィギュレーションを示します。

ethernet cfm
domain bd-domain level 1 id null
service bd-domain bridge group bg-elan bridge-domain bd-elan id icc-based MC MCMC
continuity-check interval 1m
mep crosscheck
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mep-id 1112
mep-id 1113
!
!
!
!

interface GigabitEthernet0/0/0/0.100 l2transport
description bg-elan
encapsulation dot1q 100
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
mtu 9100
ethernet cfm
mep domain bd-domain service bd-service mep-id 1111
!

ethernet sla
profile test-profile1 type cfm-delay-measurement
probe
send burst every 10 seconds packet count 50 interval 100 milliseconds
!
schedule
every 3 minutes for 120 seconds
!
statistics
measure round-trip-delay
buckets size 1 probes
buckets archive 2

profile test-profile2 type cfm-delay-measurement
probe
send packet every 1 seconds
!
schedule
every 3 minutes for 120 seconds
!
statistics
measure round-trip-delay
buckets size 1 probes
buckets archive 5

図 10 : EVPN ELANでの CFM：ハブアンドスポークトポロジ
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EVPN ELANでの CFMの設定例：ハブアンドスポークトポロジ

ハブアンドスポークトポロジの CFM設定は前述のフルメッシュトポロジの設定と同じで
す。ただし、インターフェイスでSLAプロファイル設定について次の追加手順を実行します。

/* 1112 and 1113 in this example, are the mep-id values of node 2 and node 3 */
Router(config)#interface gigabitEthernet 0/0/0/0.100 l2transport
Router(config-subif)# ethernet cfm
Router(config-if-cfm)# mep domain bd-domain service bd-service mep-id 1111
Router(config-if-cfm-mep)# sla operation profile test-profile1 target mep-id 1112
Router(config-if-cfm-mep)# sla operation profile test-profile2 target mep-id 1112
Router(config-if-cfm-mep)# sla operation profile test-profile1 target mep-id 1113
Router(config-if-cfm-mep)# sla operation profile test-profile2 target mep-id 1113
Router(config-if-cfm-mep)# commit

EVPN ELANでの CFMの実行コンフィギュレーション：ハブアンドスポークトポロジ

ここでは、ノード 1の実行コンフィギュレーションを示します。

interface GigabitEthernet0/0/0/0.100 l2transport
description bg-elan
encapsulation dot1q 100
rewrite ingress tag pop 1 symmetric
mtu 9100
ethernet cfm
mep domain bd-domain service bd-service mep-id 1111
sla operation profile test-profile1 target mep-id 1112
sla operation profile test-profile2 target mep-id 1112
sla operation profile test-profile1 target mep-id 1113
sla operation profile test-profile2 target mep-id 1113

!

関連項目

EVPN ELANでの CFM（58ページ）

関連コマンド

• continuity-check

• ethernet cfm

• mep crosscheck

• mep domain

• sla operation
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